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I.はじめに

イネ白葉枯病菌 Xanthomonasoryzae pv. oryzaeはイネの最重要病害の一つであるイネ白葉枯

病の病原細菌である。

イネ白葉枯病はアジアにおいてイネに最も甚大な被害を与える病害として知られているか，現

在ではアジアのみならずアフリカ，北米，南米，オーストラリアなど世界のイネ栽培地域のほと

んどで発生か報告されている（図 l)。

我が国では西南暖地における重要病害であるが、昭和40年をピークとして発生は減少してき

た。しかしながら，平成 5年の異常気象にあっては多発生し，全国的に多大な被害を与えた。本

抱に対して卓効を示す桑剤が少ないことや現在の栽培品種のはとんどが我が国のレースのすべて

に感受性であることなどから警戒が必要な病害である。本病は後述するように，品種抵抗性かは

っきリしており，本病抵抗性品種も黄王をはじめとして多数育成されてきた。現在でも品種育成

事業において本病抵抗性は特性評価項目に加えられている。

このような病害としての菫要性に加えて，細菌崩としては最も研究の歴史か占い病害であり，

とくに宿主ー寄生者相互作用についての解析か最も進んだ系であることから， ロックフェラー財

団の甚金により米国の大学や国際稲研究所 (IRRI)において，イネ白葉枯病菌の分子遺伝学的

研究が1980年代に開始され，病原性遺伝子や非病原性遺伝子の解明，遺伝的多様性やレースの変

異機構の解析に関する研究などが行われている。
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第1図 イネ白葉枯病の分布 (Mew,1989) 
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さらに我が国においても，イネゲノム研究の展開において本病抵抗性遺伝子がターゲットとと

して選ばれている。イネ白葉枯病抵抗性遺伝子の中には塩韮配列が明らかにされたものもあり，

宿主ー寄生者相互作用のメカニズム解明のモデルとして最も注目されている系である。

以卜のようなことから，イネ白葉枯病菌はイネ品種育種事業のみならず，抗細苗剤の開発，レ

ース分化機構の解明を目指した遺伝的多様性の解析，病原微生物の管理を目的とした分子遺伝学

的研究のモデル系として，広く利用されてきた微生物遺伝資源である。

微生物遺伝資源事業としても，本細菌はその軍要性を端的に知らしめる一つの事例である。極

めて研究の歴史が古い病害であることから，病原性や品種抵抗性の検定， レース分布の調査など

を目的として多数の歯株か収集されてきた。ところが， このようにして日本各地で採集された貰

重な菌株が当時，長期保存技術が普及していなかった背景かあり，ほとんど消失した状態に陥っ

た。このように，微生物遺伝査源事業の意義を再認識させる一つの事例であると言える。

これまでイネ白葉枯病南の配布に際しての利用目的は育種事業におけるイネ白葉枯病抵抗性検

定，イネ・ゲノム研究，レース検定の基準菌株， RFLP解析，薬剤開発を目的とした試験，細

胞外多糖質の解析・利用，病原性遺伝子クローニングなど多岐にわたっている。

したがって，本マニュアルではイネ白葉枯病菌のイネ白葉枯病苗々株がMAFFジーンバンク

から配布された後，本細菌を扱った経験かない人，これからイネ白葉枯病の試験研究を始められ

る人にも理解しやすいよう，その取り扱いを中心としてレース判別の実際など本遺伝資源の利用

について解説するとともに， MAFFジーンバンク保存菌株の紹介を加えた。

（参考文献）

後藤正夫(1981)最新植物細菌病学．ソフトサイエンス杜，pp272.

後藤正夫 (1990)植物細菌病学概論．養賢堂，pp283.

加来久敏（1989)東南アジアに発生するイネの細菌病．植物防疫43(8): 415-419. 

Mew, T. W. (1987) Current status and future prospects of research on bacterial blight of rice. Ann. 

Rev. Phytopath. 25: 359-382. 

Mew, T. W., A. M. Alvarez, J. E. Leach and J. Swings (1993) Focus on bacterial blight of rice. 

Plant Disease 77 (1) : 5-12. 

Mizukami, T. and S. Wakimoto (1969) Epidemiology and control of bacterial leaf blight of rice. 

Annu. Rev. Phytopathol. 7: 51-72. 

大畑寛一 (1989) イネの病害フ‐診断・生態・防除‐，全国農村教育協会，pp565.

Ou, S. H. (1972) Rice diseases. 368p. Commonwea Ith Mycological Institute, Kew, Surrey, England. 

Ou, S. H. (1985) Rice Diseases.2nd ed.368p. Commonwealth Mycological Institute, Kew, Surrey, 

England, 1972 

Bacterial Blight of Rice. IRRI, Los Banos, Philippines, pp235. 

出上義也・水］・＿武幸 (1962)稲白菓枯病に関する綜説．戻林省振輿局植物防疫課，ppll2.
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II.イネ白葉枯病歯Xanthomonasoryzae pv. oryzaeについて

］．学名について

Pseudomonas oryzae Uyeda & Ishiyama 

Bacterium oryzae (Uyeda & Ishiyama) Nakata 

Xanthomonas oryzae (Uyeda & Ishiyama) Dowson 

Xanthomonas campestris pv. o乃'zae(Ishiyama 1922) Dye1978 

Xanthomon瓜 oryzaepv. o乃zaeSwings et al 1990 

イネ白葉枯病菌は1922年，石山によって報告されて以来，その時代の分類方式によって上記の

ような変遷をたどってきた。

最初の石山による命名は Migulaの方式によるもので，その後， Smithは先名権を葬重する立

場から，極毛菌には Cohnが先に Bacteriumを用いているので． Migula方式のPseudomonas

はBacteriumにすべきと主張し，これにより Bacteriumoryzaeに改められた。

その後，細菌の分類は形態のみならず細菌学的性質か重視されるようになり，無胞子のグラム

陰性菌は 2つの属に分けられ，培地上に黄色の非水溶性色素を生じるものを Xanthomonas, そ

うでないものを Pseudomonasとして分顆することとなった。そのため本細南は Xanthomonas

oryzaeの学名で呼ばれることとなった。

一方， 1976年に発効した国際細菌命名規約の中で， 1980年を期してそれより以前に発表された

細茜名については，国際細困分類委員会(ICSB)が採択した ApprovedLists of Bacterial Names 

に登載された学名以外には優先権を認めないことが定められた。このリストには， 1)学名か有

効な形で発表されていること， 2)基準培養が保存されていること， 3)細菌学的性質によって

他の種と明瞭に識別できる， といった条件を満たす細菌だけが記載された。したがって，病原性

のみで区別されていた多くの植物病原細茜の学名の多くが1980年以降は事実上無効となった，

Xanthomonas oryzaeも他の多くの Xanthomonas属細菌と同様， リストからはずされ，細困

学的性質が共通なグループの中で最も発表年次が古い Xanthomonascampestrisだけが採用され

た。

しかしながら，これは植物病理学者にとってはきわめて不都合な状況であり，国際植物病理学

会 (ISPP)では国際細菌命名規約に抵触しない範囲で．亜種の下にpathovar（病原型）という

分類単位を設けることとし，保存すべきpathovarのリストと，pathovarの命名基準を公表し

た。この新しい分類方式により，イネ白葉枯病南の学名は Xanthomonascampestris pv. oryzae 

(Ishiyama 1922) Dye 1978となった。

さらに． 1990年にベルギーのゲント大学のグループにより．イネ白葉枯病菌を Xanthomonぬ

ca叩pestふから独立させることが提唱冬れ，現在， Xanthomonasoryzae pv. oryzaeが採択され

ている。
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2.細菊学的的性質について

（形態）短梓状で単極毛を有し，運動性である。べん毛の長さは 6~ 8umである。グラム陰

性で，芽胞を欠く 。菌体表面には粘ちょうな包のう膜様分泌物がある。大きさは1.0~2.oxo. 8 
~l.0umである。

コロニーは円形，黄色，全縁，中高で湿光を帯び，粘ちょう性である。

形態については後に電子顕微鏡観察により，培養菌では0.55~0.75Xl. 35~2.17um,宿主組

織内では0.45~0.60 X 0. 65~1. 40と報告されている。

（生理学的性質）好気性 ゼラチンを溶解するが，カゼイン，でんぷんを加水分解しない。硫

化水素，アンモニアを生成し，硝酸塩を還元しない。アラビノース，キシロース，ガラクトース，

グルコース，フラクトース，マン ノース，セロビオースから酸を生成するが，ラクトース，マル

トース，デキストリンからは酸を産生しない。リ パーゼを産生する。カタラーゼ活性はあるが，

オキシダーゼ活性はない。エスクリンを加水分解し，尿酸を利用する。セルラーゼ活性，ペクチ

ン分解活性がある。 MR試験およびVP試験は陰性である。牛乳を凝固することなく？肖化， リト

マス牛乳を赤変，糖類からガスおよび酸を産生しない。
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第2図 シャドウィング法観察したイネ白葉枯病菌（堀野原図）

B:菌体， F:べん毛スケール： lμm

本細菌は炭素源としては，スクロースをもっともよく利用し，グルコース，マンノース，ガラ

クトースをスクロースに次いでよく利用する。有機酸ではコハク酸を利用する。窒素源としては
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無機態のものは利用されにくいか， リン酸アンモニアだけはわずかに利用する。窒素源として

は，グルタミン酸をもっともよく利用し，次いでシスチンをよく利用する。

無機塩類では MgSO,, FeSO,, MgCしを微量加えると菌の生育か促進される。

培地に添加する窒素源としてはペプトンがきわめてすぐれている。

生長素としてビタミンを要求することはないか，少量のリボフラビン，チアミン，パントテン

酸カルシウム，ニコチン， ピリドキシンは多少とも生育を促進する。

なお，本細菌はジャガイモ寒天培地(PSA)上ではよく生育するか，普通寒天培地では生育しない。

生育温度範囲は 5-40℃，最適温度は26一 30℃とされている。死滅温度は増殖中のものでは湿

熱53℃10分間，乾燥状態にあるものでfま56℃10分間である。

（参考文献）

Dowson, W. J. (1943) On the generic names of Pseudomonas, Xanthomonas and Bacterium for cer-

tain bacterial plant pathogens. Trans. Brit. Mycol. Soc. 26: 4-14. 

石山信一 (1922) イネ白葉枯病の研究．農事試験場報告 45 (3) : 233-261. 

Dye, S. W., J. F. Bradbury, M. Goto, A. C. Hayward, R. A. Lelliott and M. N. Schroth (1980) Inter-

national standards for naming pathovars of phytopathogenic bacteria and a list of pathovar 

names and pathotype strains. Rev. Plant Pathol. 59: 153-168. 

Swings, J., M. Van den Mooter, L. Vauterin, B. Hoste, M. Gills T. W. Mew and K. Kersters (1990) 

Reclassification of the causal agent of bacterial blight (Xanthomonas campestガspv. a巧zae)and 
bacetraial leaf streak (Xanthomonas campestris pv. orizicola) of rice as pathovars of Xantho-
monas o乃zae(ex Ishiyama) sp. nov., nom. rev. Int. J. Syst. Bacteriol. 40 : 301-311. 

卜蔵梅之丞 (1911)稲の白葉枯病．帝国農会報2(9) : 62-66, 2 (10) : 54-57, 2 (12) : 58-61 

Van den Mooter, M. and J. Swings (1990) Numerical analysis of 295 phenotypic features of 266 

Xanthomonas strains and related strains and an improved taxonomy of the genus. Int. J. Syst. 

Bacteriol. 40 (4): 348-369. 

Vauterin, L., B. Hoste, K. Kersters and J. Swings (1995) Reclassification of Xanthomonas. Int. J. 

Syst. Bacteriol. 45 (3): 472-489 
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III.イネ白葉枯病菌の培養

1.培養温度： 25℃ （最適温度は26~30℃，生育温度範囲 5~40℃) 

2.培養日数： 2日

3.最適pH:6. 0~7. 0（但し，pH4.0~8.8の範囲で生育する）

4. 培地

イネ白葉枯病菌はかっては培養， とくに単細胞培養か困難な細菌とされ，このため現在に至る

まで数多くの培養基が工夫されてきた。

現在，我か国で最も普遍的に用いられている培地はジャガイモ半合成培地（脇本処方PSA培

地，または単に脇本培地）である。また，我か国以外ではペプ］、ン・スクロース培地 (PSA培

地）が用いられることが多い。これは調製が簡単で，かつ生育が早いためと考えられる。

イネ組織内における細伯数の測定や単コロニー分離にはペプトン加用諏訪培地，ペプトン・ス

クロース培地などが用いられる。このような陪地を用いた場合，ジャガイモ半合成培地に比較し

てコロニー形成時間が短く，まだ， コロニー形成数も多いe

液体培養，特に DNAの抽出用に液体培養を行う場合には LB培地やペプトン・スクロースt音

地 (PSA培地）か用いられるが，市販のnutrientbroth (Difeo Laboratories, Detroit, Mich.) 

が用いられることも多い。ペプトン・スクロース液体培地の場合， Xanthomonas属細悦は特に

EPS（細胞外多糖質）の産生量が多く， DNAの精製が時に困難であるため，糖の醤を減らす等

のエ夫が必要である。

主な培地とその組成を挙げると，

1) ジャガイモ半合性培地 (Potatosemi-synthetic agar,脇本処方PSA)

増殖用，接種源調製用，保存用など最も広く用いられる培地である。生育は比較的渥いが，我

が国では使用された歴史も占く，経験的に病原性の変異も少なく，最も安心して使用できる培地

である。なお，国際稲研究所ては変法脇本培地 (modifiedWakimoto medium)か用いられて

いるが，これは脇本培地の組成からジャガイモを除き，硫化鉄を加えたものである (¥VF-P培

地の項参照）。

ジャガイモは予め芽の部分を取り除き，さいの目に切り， 1時間2lの水で煮る。これを漉し

て湯煎し，薬品および寒天を加える。常時使用する場合は，ジャガイモ煎汁を大抵に調製してお

き，オートクレープし，保存しておくとよい。
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ジャガイモ

硝酸カルシウム

リン酸ナトリウム

ペプトン

蕪糖

寒天

水

2)ペプトン・庶糖培地 (PSA培地）

Potato 

Ca(No山・ 4H20

Na,HPO, • 12H,O 

Peptone 

Sucrose 

Agar 

H,。

300g 

o. 5g 
2g(Na2PO,) 

5g 

15g 

15-20g 

l, 000ml 

pH 6. 8-7. 0 

IRRIはじめ，我が国以外では最も晋通に用いられている培地である。調製が簡単で，イネ白

葉枯病角の生育もジャガイモ半合成よリ早い。しかし，本細菌の病原性の変異についてはデータ

の蓄積かない。

組成は下記のとうりである。

3) 諏訪培地

ペプトン

庶糖

L-グルタミン酸ソーダ

寒天

水

Peptone 

Sucrose 

L-glutamic acid 

Agar 

H20 

5g 

20g 

0.5g 

15-20g 

1, 000ml 

単細胞培養のために考案された培地である。組成は以下のとうりである。

グルタミン酸ソーダ Na-glutamate 2g 

塩化マグネシウム MgCl2 • 6H,O lg 

リン酸水素カリウム KH,PO, 0. lg 

鉄塩 (EDTAとして） Fe(as EDTA) 1mg 

庶糖 Sucrose 5g 

寒天 Agar 15-20g 

水 H20 1, 000ml 

pH7. 0-8. 0 

4)ペプトン加用諏訪培地

単細胞分離用。諏訪培地と比較して細梱の生育がよくなる。

グルタミン酸ソーダ Na-glutamate 2g 

塩化マグネシウム MgCI, • 6H,O lg 

リン酸水素カリウム KH,P04 0. lg 

鉄塩 (EDTAとして） Fe in EDT A ~Fe 1mg 

ペプトン Peptone 5g 

庶糖 Sucrose 5g 

寒天 Agar 15-20g 

水 H20 1, 000ml 

pH 7. 0-8. 0 
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5) WF-P培地

国際稲研究所 (IRRI)で推奨している単細胞分離用の培地で，その組成はジャガイモ半合成

培地（脇本処方）からジャガイモを除き， FeS04を加えたものである。

硝酸カルシウム Ca(No3)2・4H20 o. 5g 
リン酸ナトリウム Na,HP04 0.82g 

硫酸鉄 FeS04 • 7H10 0.05g 

ペプトン Peptone 5g 

庶糖 Sucrose 20g 

寒天 Agar 15-20g 

水 HD  1, 000ml 

6)ペプトン・庶糖液体培地

液体培地としては，市販の NutrientBrothも用いられるが，我が国ではペプトン・蕪糖培地

(PSA)培地から寒天を除いた液体培地かよく用いられる。

ペプトン Peptone 5g 

庶糖 Sucrose 20g 

Lーグルタミン酸ソーダ L-glutamic acid 0. 5g 

水 H2O 1, 000ml 

（参考文献）

諏訪隆之(1962)イネ白葉枯病原細菌の培地に関する研究． 日植病報27,165-171. 

Tsuchiya, K., T. W. Mew and S. Wakimoto (1982) Bacteriological and pathological character-istics 

of wild types and induced mutants of Xanthomonas campestris pv. oかzae.Phytopathology 72: 43-

46. 

脇本 哲（1955)OPl phage (Xanthomonas o↑yzae bacteriophage)の増殖に関する研究．I.種々の条

件下の一段増殖実験 九大農学芸誌15(2) : 151-160. 

--8 -



N.イネ白葉枯病菌の保存

イネ白葉枯病菌の保存は植物病原細苗の保存方法に準ずる。すなわち，イネ白葉枯病菌の特性

がなるべく変異することがないように，短 ・中期保存としては凍結法が，長期保存には真空凍結

乾燥法が最も普通に用いられる。

1.短期保存

1)斜面培養 ・冷蔵庵保存

最も簡便な方法である。イネ白葉枯病苗の場合，冷蔵庵の中で数ヶ月は確実に生存する。

しかし，病原性などの特性がこの保存法によって，どの程度変異を起こすかについては報告

がない。しかしながら，アンプルを開封した後，あるいは凍結保存から解凍した後，斜面培

養で少なくとも 1月は保存していても実際の使用には支障がないようである。

2)凍結保存法

短期保存というよりも，西山(1977)により報告されて以来，中期保存法として広く用い

られている方法である。保存温度はきわめて重要で，ー20℃以下とされるが，ー40℃以下が

望ましい。さらに，超低温フリーザーであれば，長期保存法としても利用できる。保存容器

としては，スクリューキャップ試験管やセラムチュープなどが用いられる。

かな 凍結保存用分散媒としては，次の西山処方が用いられる。

第3図 イネ白葉枯病菌の凍結保存
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スキムミルク

L—グルタミン酸ナトリウム

水

10g 

1. 5g 

100ml 

3)流動パラフィン董層法

斜面培養もしくは高層培養試験管に流動パラフィンを重層する方法である。

これにより嫌気的条件下に置き，生存期間を長くする。1ないし数年に一度植え継げばよい

のであるが，病原性の変異などを考慮して，イネ白葉枯病困においては現在でははとんど用

いられない。

2.長期保存

1)真空凍結乾燥法

イネ白葉枯病菌で長期保存法として最も一般的に用いられる方法である。以下の手順で行

。
、つ

①イネ白葉枯病菌の培養：ジャガイモ半合成培地で， 25℃, 2 H間斜面培養。

②分散媒で懸濁：斜面培養 1本のイネ白葉枯病菌を，分散媒1.5ないし 2mlに懸濁する。

この懸濁液をアンプルに0.1mlづつ分注する。分散媒は下記のとおりである。

スキムミルク 10g 

L-グルタミン酸ナトリウム 1. 5g 

水

＊分散媒の調製

約60℃に加温した蒸留水（100ml)に上記の薬品を溶解し，乾熱滅菌した試験管に 2

100ml 

mlづつ分注し， 115℃15分間オートクレープ滅菌する。さらに，室温に一昼夜放置し

た後，再び110ないし115℃でオートクレーブ滅菌する。

③予備凍結：ー40℃で予備凍結する。

④真空凍結乾燥

⑤溶封：ガスバーナーで真空状態のまま溶封する。

⑥保存：出米上かったアンプルは10℃以Fの冷暗所に保什する。

＊ アンプルはパイレックス製かよい。

＊ ＊アンプル作製直後と 1年間程度保存した後に保存アンプルの 1本を開封し，生残検

定およびコンタミのチェックを行うとよい。

2)超低温フリーザー法

先に挙げた凍結保存法に準ずる。超低温フリーザー内て保存する。

- l() -



3.解凍およびアンプルの開封での注意点

凍結保存 凍結保存菌を解凍する場合，いったん解凍し移植した後，再びフリーザーに戻す

際，タッチ・ミキサーによりホモジナイズしてからフリーザーに戻す。停電や故障などでフリ

ーザーの庫内温度か上昇し，凍結物が溶解した場合，水分と分散媒が分離することがあるが，

この場合も同様にホモジナイズして戻せば再び保存可能な場合が多い。

真空凍結後，アンプルを開封する場合，最も注意する点は雑菌混入である。このため，いろ

いろな工夫がなされている。普通，以下の要領で行う。

  
 
 
 
  

  
 

 

第 4図 アンプルからの細菌の復元
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1)アンプルの中程の位置を目安にアンプルカッターで傷を付ける。アンプル・カッターがな

い場合には，アンプルを平らな所に置き，ャスリで傷を付ける。

2)アンプルの外面をアルコール綿 (70％エタノール）でよく拭いて消毒する。

3)アンプルを滅菌ガーゼ，または四折りにしたティッシュペーパーで包み，傷を付けた部分

で注意深く折る。

4)滅菌したパスツールピペットを用いて，アンプルに0.5ml程度の滅菌水または液体培地を

加えて，懸濁する。

5)懸濁液の全量をパスツールピペットで吸い取り，液体培地に移す。

6)懸濁した液体培地の一部を取って斜面培地または平板培地に移植する。

7)液体培養，斜面培養および平板培養はイネ白葉枯病菌の発育適温に保温して培養する。

（復元の際の注意点）

a)アンプル・カッターはダイアモンド・カッターがよい。

b)斜面培養または平板培養によって，純粋培養であることを確認する。

c) クリーンベンチを用いるなど，操作はできる限り無菌的な条件下で行う。

（参考文献）

西山幸司（1977) 凍結法による植物病原細菌の保存．植物防疫31: 465-467. 

日本植物病理学会編(1995) 植物病理学事典養賢堂 東京pp1220. 
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V. イネ白葉枯病菌の接種

イネ白葉枯病苗は典型的な道管病細菌であるため，接種では付傷により細術を道管に導入する

か，自然開口部である水孔から細菌を道管に導入することが必須である。前者の代表が針接種や

剪葉接種であり，後者の代表は噴霧接種である。

接種源としては予め培養したイネ白葉枯病菌を滅菌蒸留水で希釈して10℃fu/ml前後の濃度の

細菌浮遊液を用いる。

培養は大景に接種源を要する場合，液体培養法が用いられることがある。しかし， しばしば接

種が失敗に終わるトラブルが起きている。これは液体培養では培養適期を過ぎるとオートライシ

ス（自己分解）のため，細菌濃度が急激に低下することに起因する。また，雑菌によるコンタミ

ネーションも起きやすい。したかって．通常は試験管で斜面培養した菌体を用いることが望まし

い。大鍼に接種源を必要とする場合はペトリー1filで平面培養したものを用いるとよい。

イネ白葉枯病菌の接種法としては下記のような方法が考案されてきた。それぞれ，長所・短所

があるため， 目的に応じた方法を選択する。現在，最も広く用いられているのは剪葉接種法であ

るが，葉先を剪除するため精密な実験には不向きで，そのような目的には単針接種法が適してい

る。

（接種の手順）

イネ白葉枯病菌の培養

接種源の調製

-13-



1.イネ白葉枯病菌の培養

イネ白葉枯病菌の供試菌株を25℃，脇本培地上で2日間斜面培養する。

2.接種源濃度の調整

斜面培養試験管に滅菌蒸留水を10ml加え，タッチ ・ミキサーで菌体を滅菌蒸留水中に懸濁

させる。この濃度は約l010cfu/mlであるので，さらにl09cfu/mlの浪度としたい場合には適当

な大きさのビーカーなどに滅菌蒸留水を100ml, l08cfu/mlのi農度とする場合には1000ml加え

る。この濃度はおおよその目安なので，精密な実験では段階希釈法でi農度を確認する。また，

分光光度計を用いてOD値と楼度との関係を予め調べておくとよい。

3.接種

下記のうち，適当な接種法を選択して行う 。

(1) 針接種法

最も古くから用いられてきた接種法である。確実に発病させることができ，付傷も点であ

るため精密な試験にも適している。

第5図 写真用ピンセットを利用した針接種用具
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第6図針接種の実際

しかし，接種の手間がかかり，多量の個体を扱うには不適である。また，接種部位の確認

も時間かかかり，発病調査も時間を要する。

接種用具としてはピンセットを用いたものが多く，付傷と同時に細菌浮遊液が組織内に入

るように工夫されている（第4図）。

実際の接種に当っては，接種部が裂けたりするのを防ぐため左手で葉先を軽く引っ張り，

右手で持った接種用具で狙った部分をはさみ，引き裂かないように素早く離す（第 5図）。

1)単針接種法

付傷接種の一方法できわめて確実な接種法であるが，傷がピンポイントであるため，精密

な試験に適する。通常，中央脈をさけて接種を行う。いずれにしても，単針接種であって

も，その付傷によって接種細菌は確実にそこから道管内に導入される。

2) 2針接種法

単針接種をより確実にするため，中央脈をはさんで2箇所に接種する方法である。江塚

•堀野 (1974) は本法における発病指数を設定しており，針接種の標準的な接種法である。

3)多針接種法

針接種をさらに確実にするために考案された方法である。
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(2) 剪葉接種法

IRRIでKauffmanら (1973)によって考案された接種法である。多量の個体に接種する

ことか可能であり，また，確実に接種できることから現在では最も広く用いられている接種

法である（第6図）。
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第7図 剪葉接種の実際（Kauffmamら， 1973)

使用する鋏は目的により圃場で用いられる芝生鋏からやや精密な実験のための外科用鋏ま

で多種多様である（第 7図）。また， IRRIでは接種源の細菌浮遊液か自動的に補われるよう

な工夫をした鋏も考案されている（第 8図）。レース判別などでは多数の鋏を要するため，

安価な文房具用鋏などを用いてもよい。この場合，刃に付着したオイルにより細菌浮遊液が

はじくのを防ぐため，予め煮沸しておく。

接種に当たっては，1枚づつ接種する場合には左手で葉先を引っ張り，右手で持った鋏で葉

先を剪除する（第 9図）。また，株ごと接種する場合には左手で株をまとめ，その上の葉先

を剪除する（第 6図）。

接種部からどの程度病班が伸展するかを測定できるヒストグラムとも考えることができ，

量的抵抗性の検定などかなり精密な実験に用いることも可能である。

しかし，葉先を数cm剪除するという激しい接種であり，また，付傷による傷・壊死部の

大きいため，抵抗反応の細かい観察等には不向きである。

レース判別，抵抗性の遺伝分析などに幅広く適用されている。
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第8図 剪葉接種に用いられる鋏

第9図 改良型剪葉接種鋏 (IRRI)
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第10図 剪葉接種の実際

(3) 噴霧接種法

イネ白葉枯病菌の細菌浮遊液をイネ葉に噴霧する接種する方法である。水孔から感染を起

こす方法であり， したがって侵入過程を含めて感染を観察するのに適している。発病までに

は日数を要し，発病までの日数を短縮するには接種源濃度を高める必要がある。しかし，高

すぎると葉は萎凋を起こす。接種源は特に本法では液体培養で準備しがちであるが，前記し

たように，試験管培養もしくはシャーレー培養した菌体を用いた方がよい。液体培養では雑

菌が混入したり，オートライシスのため接種源の活性がなくなる場合があるからである。ま

た，圃場で本法により接種を行う際，目的とするイネに接種するには風の影響が大きいため，

なるべく無風状態の日を選ぶことが肝要である。

噴霧器としては，小規模な実験ではクロマト用スプレーヤー，圃場では薬剤散布用肩掛け

式噴霧器などが用いられる。簡易型としては霧吹き用噴霧器を用いることも可能であるが，

滅菌処理に問題がある。ク ロマト用スプレーヤーで，大量の個体に接種する場合には小型の

コンプレ ッサーを利用するとよい。

本法で圃場において接種する場合には，夕暮れ時に接種するのか効率的であるとされてい

る。

(4) 浸漬接種法

苗に接種を行う場合適している。大量の苗に接種する場合には水槽などに多景の細菌浮遊

液を準備し，一晩苗を浸漬する。水孔からの感染を主体とするため発病まで時間がかかるが，
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圃場での薬剤効果試験などに適している。

注意点としては，水孔を主体とするが，根やその他の部位の傷からも感染する可能性があ

るため，接種源濃度か高すぎる場合，萎凋症状が出ることがある。また，噴霧接種の場合と

同様，接種源は試験管培養もしくはンャーレー培養した南体を用いた方かよい。

なお，本法で接種を行った場合，病徴発現まで日数を要するが，接種源に活性がある場合

には確実に発射するので問題ない。

(5) 剪葉噴霧接種葉

噴霧接種をより確実にするため，江塚ら (1976)により考案された方法であるか，剪葉接

種法で鋏を細菌浮遊液に漬ける手間を省き，効率化を図った方法とも言える。しかし，接種

の確実さは剪葉接種法に劣る。

(6) 断根浸漬接種法

予め苗の根の一部を剪除して、細菌浮遊液に苗を浸漬する接種方法である。クレセック症

抵抗性の検定に適した方法である。

(7) 注射法

本法は Klementら (1964)によりタバコの過敏感反応 (Hypersensitivereaction, また

は略して HR)の観察に用いられた方法で，細菌病に対する抵抗性の研究で多くの植物に応

用されてぎた。本病に対するイネの抵抗件の研究で，津野・脇本（1983)が最初に用い，そ

の後，米国のカンザス州立大学のグループが用いている。

しかしながら，イネ白葉枯病菌は典型的な道管病細南で本来，葉肉組織との親和性が低い

こと，また，イネ葉の葉肉組織は細胞間隙か極めて密で細菌浮遊液の注入か困難なことから，

特別な目的以外には本細茜の接種法としては適さない。

4.発病調査

接種して16日から 3週間を基準にして，下記のようにそれぞれの接種法に応じた発病調査を

行う。

(1) 2針接種法の発病甚準 (Ezukaら， 1974)

抵抗性の程度を調査する場合には下記の基準に従う。

0 :無病徴

1 :接種点の周辺がわずかに変色

2 :病斑長15mm以下の小型病斑

3 :病斑長か葉先までの1/4以下
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4 :病斑長が葉先までの1/4ないし1/2

5 :病斑長が葉先までの1/2ないし 1

6 :病斑長が葉先までのほとんどに及ぶが，わずかに緑色部が残る

7 :病斑長が接種点から葉先の全体に及び，全体か萎凋もしくは枯死

 

   

  

 
    　    

 

第11図 2針接種法における発柄調査規準 (Ezukaand Horino, 1974) 

(1) 剪葉接種法の発病基準 (Kauffmanら， 1973)

第5図参照。

1)病斑長の測定

一般的には，接種部からの病斑長を測定する。

2)おおまかに抵抗性の程度を調査する場合には下記の基準に従う。

（発病指数）

HS（高度罹病性） ：病斑長が葉身の3/4以上 ．．．．．．曇● ● 　 ， 
s （羅病性） ：病斑長が葉身の1/2~3/4 ............ 7 

MS（中程度罹病性） ：病斑長が葉身の1/2~3/4 ............ 5 

MR（中程度抵抗性） ：病斑長か葉身の1/2~1/4 .........●  ● ● 3 

R （抵抗性） ：病斑長か葉身の1/4以下 ....・・・・・・・・ 1 
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第1表 イネ白葉枯病菌の主要接種方法の比較（守中， 1978)

接種源の条件 接種時の環境条件
発病接種

接種法接種源 接種 温度 ＝クヌた＼ 接種 イネの の 労jJ その他の特徴

濃度 源量 湿度 時刻 生育度遅速

針接種 105~ ,ノJヽ早旦 関係 関係 関係 幼菌～ 中 多 遺伝子分析など精密

108 なし なし なし 成稲 な試験に適する

噴霧 109 大量 関係 高湿度 夕方 幼苗～ 遅い 少 自然感染に近い。侵

接種 なし 夜間 成稲 入抵抗性検定が可。

個体接種が困難。

浸漬 107~ 大量 水温～ 幼苗 遅い 少～萎凋病の再現，本田

接種 20℃ 多 栽塔では多大な労Jj

を要する。

浸水 105~ 大最 19~ 夕方 幼苗 遅い 多 多数個体の接種に便

接種 106 27℃ 利。苗代状態で実施

すると資材を要す。

剪葉 106~ 少量 関係 関係 関係 幼苗～ 早い 少 育種事業の個体選抜

接種 109 なし なし なし 成稲 に1更利，量的抵抗性
検定に適する。

（参考文献）

Ezuka, A. and 0. Horino (1976) "Cut-and-spray" inoculation method for evaluating resist-ance of 

rice to Xanthomonas oryzae under field condition. Bull. Tokai-Kinki Natl. Agric. Exp. Stn. 29, 

73-75. 

Kauffman, H. E., A. P. K. Reddy, S. P. Y. Hsieh and S. D. Merca (1973) An_ improved technique for 

evaluating resistance of rice varieties to Xanthomonas oryzae. Plant Dis. Reptr. 57, 537-541. 

守中 正・堀 真雄・加来久敏（1977)剪葉接種を利用したイネ白葉枯病防除剤の効果検定法．近畿中

国農研54,13-16. 

守中 正・加米久敏・堀 真雄・木村俊彦 (1978)イネ白葉枯瓶の剪葉接種法の適用条件に関する研究．

中国農試報E13:1-16. 

守中 正 (1978) イネ白葉枯病の剪葉接種法とその応用．植物防疫32(4): 169-173. 
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VI.病原性検定とレース判別

1.レース判別体系

(1) 我が国における判別体系

これまでイネ白莱枯病菌の取り扱いについて述べてきたが，本細菌の農業における重要性

は病原性に尽きる。本細菌の病原性は単純なものではなく，イネいもち病南などと同様、レ

ース分化がはっきりしている。したかって，実際の防除に結びつけるには病原性の有無だけ

でなく， どの品種に病原性を示し， どの品種に病原性をホさないか，すなわち，どのような

レースに属するのかということが重要である。

イネ白葉枯病菌のイネ品種に対する病原性による分類およびイネ白葉枯病閑に対する抵抗

性によるイネ品種の分類に関しては， 1958年，福岡県において当時，抵抗性品種とされてい

たアサカゼの罹病化により，イネ品秤とイネ白葉枯病菌々系の相互作用が注目され始め，多

くの方式が提唱されてきた。

江塚ら (1974)はそれまでの方式を比較・検討し，高坂（1969)による方式（第 2表）か

最も妥当であると結論し，それに基いて149品種と120菌系を分類した。その後，山元ら

(1978), 堀野ら (1978)によりインドネシアでレースNおよびVか，さらに堀野 (1978)に

より我か国においてもレースNとレース V, 野田・大内 (1989)によりレースVIIといった新

しいレースが見出された。一方，品種群についても山田ら（1979)により Elwee群および

Heen Dikwee群が加えられた。したがって，現時点における我か国でのレース判別体系は

第3表のように要約される。

第2表．我か国の判別体系 I （高坂， 1969)

品種群 代表品種
各品種群に対する反応

ー II III 

金南風群 金南風十石，農林37号・,しもつき，

朝日， Originario
s
 
s
 
s
 

黄玉群 黄玉，全勝17ザ、農林27号、 NepVai, 

大葉子， Sigadagao

R
 s
 
s
 

Rantai Emas群 RantaiEmas 2, Tadukan, Te-tep, 

Nigeria 5 

R
 
R
 
s
 

早稲愛国群 早稲愛国 3号，中新120号， TKM6,

Lead Rice 

R
 
R
 
R
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第3表．我か国におけるイネ白莱枯病菌のレース判別体系

(Yamamoto et al. 1977, Horino & Hartini 1978, Noda an Ouchi 1989) 

レ ス
品種群

I II Ill N V VI VII 

金南風群 s s s s s s s 
黄五群 R s s s R R s 
Rantai Emas群 R R s s R s R 
早稲愛国群 R R R s s R s 
ジャワ群 R R R s R R s 
Elwee群 s R R s R 
Heen Dikwee群 s R R s s 
＊レースVIはイネドネシアでのみ報告されている。

(2) IRRIにおける判別体系

我か国の判別体系以外では． IRRIの分類体系が代表的なものである。

第4表． IRRIの判別体系

抵抗性 レ ス
判別品種

遺伝子 Race 1 Race 2 Race 3 Race 4 Race 5 Race 6 

IR24 s s s s s s 
IR20 Xa-4 R s s s R s 
IR 1545-339 xa-5 R R R s R s 
DV85 xa-5, Xa-7 R R R R R R 

Cas209 Xa-10 s R s s R s 

(3) アジア地域におけるイネ白葉枯病菌の病原性の多様性と国際的判別体系の構築

その後， MAFF-IRRI共同研究により，アジア各地のイネ白葉枯病菌々株か採集され，

日本およびIRRIの判別品種を用いて，それらの病原性の調査か行われた。その結果，本細

困の病原性はきわめて多様であり，レースの数は28に及んだ（第 5表，Yamamotoet al. 1988, 

Noda et al. 1996)。さらに，同共同研究により，準同質遺伝子系統（near-isogenicline) 

か育成され，現在は各国でこれらの準同質遺伝子系統を判別品種としてレースの判別が行れ

つつある。したがって，将米，それらの結果を埜にして，国際的な判別体系を構築する必要

がある。
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第 5表 東南・南西アジアに分布するイネ白葉枯病菌の病源性変異＊

品［［＼よロニス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28" 

金南風 S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S R R 
黄 玉 S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S R R 
中国 45 S S S S S R S R R R S S R R R S R S R R R R R R S R R R 
IR8 S S S S S S S S S R S S S S S S S R S S S S S S R S R R 
IR20 S S R S S S S S S S R R R R S R R R S S R S R R R R S R 
IR 1545-339 S S S S R S R S S S S R S S R R S R R R R R R R R R R S 
DV85 S S S R R S R S R S R R S R R R S R R R R R R R R R R R 
Java 14 . S S S S S R S R R R S S R R R S R S R R R R R R S R R R 
Te-tep S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S R R S S 
Cas 209 S S S S S S S S S S S S S S S S S S R S S R R S S S S S 
PI 231129 S R S R S S R R S S R S S R S R R S S R S R S R R R R R 
IR 24 S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S S R R 

分 布

バングラデシュ + + + +—+—+ + + +—+ -—+ +  ---+ ----
ィ ン ド --—+—+ + --—+ -—+—+ ------------
ネパール --—+ -—+ --—+ ---—+ ------—+ ----
ビ ）レ マ + + + --—+ --—+ + + -—+ ---—+ -—+ -—+ + 
夕 ィ --------—+ ---------—+ -—+ + + --
ィンドネシア ---—+ -----—+ -—+ +—+—+ + --—+ ---
フィリビン -----------------—+ +—+ + + ----
マレーシア＊＊＊ -------------------—+ --+ ----

• R:抵抗性反応
＊＊ レースは仮の番号

s:感受性反応

＊＊＊マレーシアはペナンの 1ヵ所のみの調査

(4) 判別品種と抵抗性遺伝子

これまで報告されたイネ白葉枯病抵抗性遺伝子は下記のとおりである。

第 6表抵抗性遺伝子リスト(I)

抵抗性

遺伝子
品 種 座位 参考文献

Xa-1 

Xa-lh 

Xa-2 

Xa-3 

Xa-4 

Xa-4b 

xa-5 

Xa-6 

Xa-7 

xa-8 

xa-9 

黄玉

IR28, IR29, IR30 

Rantai Emas 2, Te-tep 

早稲愛国 3号中国45号

TKM6, IR20, IR22 

Semora Mangga 

DZ192, IR1545-339 

Zenith 

DV85 

PI1231129 

Sateng 

染色体4 坂口 (1967)

Yamada (1984) 

染色体4 坂口（1967)

染色体11 Ezuka et al (1975) 

染色体11 Petpisit et al (1977) 

Librojo et al (1976) 

染色体5 Petpisit et al (1977) 

Sidhu and Khushu (1978) 

Sidhu et al (1978) 

Sidhu et al (1978) 

Singh et al (1983) 
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Xa-10 Cas209 染色体11 Yoshimura et al (1983) 
Xa-11 Elwee, IRS, RP9-3 Ogawa and Yamamoto (1986) 
Xa-12 黄玉， ジャワ No.14 染色体4 Ogawa et al (1978) 
Xa-12" IR28, IR29, IR30 Yamada (1984) 

Xa-13 BJI, Chinsurah Bor:o II 染色体5 Ogawa et al (1987) 
Xa-14 TNl (Taichung Native 1) Taura et al (1987) 
Xa-16 Te-tep Noda and Ohuchi (1985) 
Xa-17 あそみのり Ogawa et al (1989) 
Xa-18 IR24 Yamamoto and Ogawa (1990) 
Xa-19 XM5 Taura et al (1991) 
Xa-20 XM6 Taura et al (1992) 
Xa-21 Oryza longistaminata 染色体11 Ikeda et al (1990) 
xa-nm M41 Nakai et al (1990) 

抵抗性遺伝子リスト(II)

上記のイネ白葉枯病抵抗性遺伝子は再調査により，複数の異なる遺伝子とされていたものが同

ー遺伝子であると訂正されたりし，下記のように改訂されている。

第 7表抵抗性遺伝子リスト (II)

抵抗性
遺伝子

Xa-1 
Xa-lh 
Xa-2 
Xa-3 Xa-w 

Xa-4b 
Xa-6 
xa-9 

Xa-4 
Xa-5 
xa-7 
xa-8 
Xa-1() 

Xa-11 
Xa-12 
Xa-12" 
Xa-13 
Xa-14 
Xa-16 
Xa-17 
Xa-18 
Xa-19 
Xa-20 
Xa-21 
xa-nm 

品種

黄玉

IR28, IR29, IR30 
Rantai Emas 2, Te-tep 
早稲愛国3号，中国45号， Kuntulan, ジャワ No.14
Semora Mangga 
Zenith 
Sateng 
TKM6, IR20, IR22 
DZ192, IR1545-339 
DV85 
PI1231129 
Cas209 
Elwee, IRS, RP9-3 
黄玉

IR28, IR29, IR30 
町1,Chinsurah Boro II 
TNl (Taichung Native 1) 
Te-tep 
あそみのり

IR24 
XM5 
XM6 
Oryza longistaminata 
M41 
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2. レース判別の実際

我が国におけるイネ白葉枯病菌のとイネ品種の研究の歴史は古く，特に1957年福岡県における

アサカゼの罹病化以来，イネ白葉枯病菌の病原性に基づく菌系の分顆，本病抵抗性に基づく品種

の分類の試みがなされてきた。

江塚らはそれらの分顆方式を比較検討した結果，高坂の方式を最も妥当なものと認めた。以

米，この方式に基本を置いて， Yamamotoet al (1977)により N及びV群菌が， Horinoand 

Hartini (1978) により VII群菊が，さらに野田・大内により VII群菌が加えられた。一方，品種の

分類も同方式を基礎としてジャワ群， HeenDicky群さらに Elwee群が加えられ，現時点での

レース判別体系は第 3表のとおりである。

さらに， Ogawa(1982)はI群菌を IAとIBに， III群困をIIIAとIIIBとに細分類している。

なお，本病において「レース」という術語か用いられ始めたのは比較的最近のことである。病

原型を菌系，菌群などと称してきたが， Yamamotoet al (1977) による抵抗性と罹病性の逆転

現象の発見により，本病における抵抗性は単に量的な差ではないことから江塚・坂口 (1978) は

「レース」を採用すべきとの見解に至った。

さらに， MAFF-IRRI共同研究により東南アジア各国よりイネ白葉枯病菌を採集し，それら

の病原性について調査を行った結果，病原性はきわめて多様であることが明らかとなった（山

元， 1994)。

(1) イネ白葉枯病菌の分離

イネ白葉枯病菌の分離は他の植物病原細菌の分離法に準ずる。

1)表面殺菌

70％エタノールで数秒，次いで0.3％次亜塩素酸ナトリウム水溶液で 1~ 3分間表面殺

菌する。表面消毒が終fした標本は滅菌水で2回洗浄する。サンプルが異なる場合はコン

タミネーションを避けるため，サンプル毎消毒液や滅菌蒸留水を取り替える。

2)組織の摩砕

乳鉢や小型のスリ鉢に表面殺菌した組織片を入れ，適当量の滅菌蒸留水を加えて乳棒で

摩砕する。新鮮な病斑の場合は試験管中の減菌蒸留水にサンプルの切片を浸漬し，溢出す

る菌泥を利用してもよい。

3)段階希釈

予め試験管に 9mlの滅菌蒸留水を準備しておく。ピペソトやピペノトマンで適当な段

階まで希釈する。

4)画線培養

イネ白葉枯病菌は単コロニー培養ではとくに生育が遅いので，分離の場合，ジャガイモ半

合成培地ではなく，ペプトン・無糖寒天培地を用いる。
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5)釣菌

培養 4-5 Hで淡黄白色のコロニーを目安として釣茜する。とくに古い病斑から分離を

試みると，濃黄色のコロニーか多数現れるが，これは随伴菌であってイネ白葉枯病菌では

ないので注意すふこのような細菌はコロニー形成に要する日数かイネ白葉枯病菌より短

いのか晋通である C

＊釣菌後，脇本培地に斜面培養し，接種に供するか，病原性を確認した株は病原性の低下

を避けるため直ちに真空凍結乾燥もしくは凍結保存を行うし

(2) 判別品種の準備

判別品種を準備し，種子消毒後，温室でポソト栽培， もしくは圃場で栽培する。

(3) 接種の実際

上記のいずれかの接種法を用いるが，剪葉接種法または 2針接種法を用いるのが一般的で

ある。接種を行う上で，最も注意を要する点は接種時期である。イネ白葉枯病抵抗性は抵抗

性遺伝子により程度の差はあれ，幼苗では発現が不安定である。したがって，なるべく出穂

期以降に接種を行うことか望ましい，，やむおえない場合には早くとも第 8葉期以降のイネを

用い，各レースの代表菌株との比較で判定する。

(4) 発病調査

接種後18-21日後に調査を行う。

剪葉接種法および2針接種法で接種を行った場合の発病調査基準は第10図および第 6図に

示した。幼苗の場合，病斑の伸展が速いので，接種12日程度を目安に調査を行う U

（参考文献）
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the basis of their differential interactions. Bull. Tokai-Kinki Natl. Agric. Exp. Stn. 27: 1--19. 
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VII.イネ品種の白葉枯病抵抗性検定

1.質的抵抗性の検定

品種抵抗性の検定はレース判別と表裏一体の関係にある。すなわち，本柄抵抗性か明らかで

ない品種の抵抗性を検定するには，供試品種を判別品種と共に栽培し，各レースの代表南株を

接種する。その発崩程度を判別品種の発病度と照合し，抵抗性または罹病性と判定する。

多数の品種を同時に検定することか多いので，通常，剪葉接種法を用いる。

一例として，江塚・坂U (1979)によるイネ品種の白葉枯病抵抗性に基く分類を挙げておく

（第 8表）。

第 8表 イネ品種の白葉枯病抵抗性による分顆（江塚・坂口 1979) 

品種群 該 当 品 種

罠林18号．農林22号．嬰林29号，ハ‘ソンモ． シモツキ，アケポノ，ベニセンゴク，

サチワタリ，ホウネンワセ，コシヒカリ，ヤマビコ，ナギホ，マンリョウ， クサブ

ェ，シモキタ，フクニシキ， ミョウジョウ，キンパ，フヨウ， トサセンボン，ハマ

ミノリ，サ 1、ヒカリ， コチカゼ，サトミノリ，アキジ， ミネュタカ，北海189号，

ふ系67号，ふ系68号，ふ系72号，ふ系73号，ふ系74号，奥羽243号，奥羽247号，北

陸11号，東山38号，東海20号，東海26号，東海29号，東海31号，中国23号，中国31

号，中国56号，山陰63号，越路早生，愛知旭，金南風，かをり，ほまれ錦，若葉，

黄金錦，中生新千本新山吹，幸風露葉風，秋晴，峰光，日本晴，北真1号，北

中7号，旭1号，朝日，関口朝日， PiNo. 2, Pi N?:3, Pi No. 4, Pi No. 5, St 

No. 1,中系958, 中系967, 中系968,朝光，十石，宝，大分三井120号，白むろ，

冷水，紫稲， Fl-123, コトブキモチ， タカサゴモチ，祝襦，陸稲農林11号，黒禾，

台中在来1号，金早，野鶏梗， IR8-288-3, Basilanon、Modan,Nira 

農林27号，アサカゼ，ホウヨク，オオヨド，シラヌイ，ニシカゼ，東海12号，東海

黄 玉 群 I28号， 70X-11,70X-37, 70X-38, 70X-41，黄玉全勝26号，はがれしらず，

Pi No. l,赤神力，唐十，台中育32号，大葉子， Sigadagabo,Maratelli (A)-S 

金南風群

RantaI 

Ernas群

奥羽244号， 54BC-68,70X-42，戦捷，台中育龍26号，観音に特殊大穂稲， Te-

tep, Tadukan, IR5, Rantai Emas 2, Chinsurah Boro II, Kele, Nigeria 5, 

Zenith, Maratelli (A)-R 

中国45号，早稲愛国 3号，中新120号，新2号， 70X-43, 70X -46,姫系16号，中

早稲愛国群 1 系314,ナゴマサリ，マキシノモチ，ジャワ No.14, Kuntulan叫 LeadRice, 

TKM6, Amareriyo, Jamaica, Zenith-G713, Ortiglia, Dewi Ratih 
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(1) 判別品種の準備

判別品種を準備し，種子消毒後，温室でポソト栽培， もしくは圃場で栽培するc

(2) 接種の実際

先に述べたいずれかの接種法を用いるが，剪葉接種法または 2針接種法を用いるのが一般

的である。接種を行う上で，最も注意を要する点は接種時期である。イネ白葉枯病抵抗性は

抵抗性遺伝子により程度の差はあれ，幼苗では発現か不安定である。したがって，なるべく

出穂期以降に接種を行うことか望ましい。やむおえない場合には早くとも第 8葉期以降のイ

ネを用い，各レースの代表菌株との比較で判定する。

(3) 発病調在

接種後18-21日後に調査を行う。

剪葉接種法および2針接種法で接種を行った楊合の発病調査基準は第10図および第 6図に

示した。

2. 量的抵抗性の検定

イネ白葉枯病に対するイネ品種の抵抗性は質的抵抗性と量的抵抗性に分けられることが多

い。すなわち， I司じ感受性反応といえども，病斑の大きさには明らかな弟があり，その大きさ

の程度を相対的に比較する。

(1) 基準品種の準備

基準品種を準備し，種子消毒後，温室でポソト栽培， もしくは圃場で栽培する。

(2) 接種の実際

1)接種源濃度

約108~109cfu/ml(28℃, 2日間培養）

2)接種時期

供試品種中もっとも早い品種が止葉展開した時に接種する。

3)接種法

剪葉接種法か最も適している。この方法では早めに接種して，二次感染で判定する方

法も考案されているか，実際には接種葉における病斑の進展度を測定する方法が一般的

である。葉先から 5cm以内を剪葉。

(3) 発病調査

1)調査時期

水平抵抗性極弱の標準品種の荊斑長が10~15cmに達した時期に調査する C

2)調査基準

／原則として病斑長を測定し，基準品種の反応と照合する。また，発病指数を与える場合

には下記の基準を用いる。なお，調査葉数は 3枚以上， 1株3枚以上の計9枚以上につい
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て調査する。

調査指数： 1．病徴なし，またはわずかな病斑

3)データー表示

3. 剪葉部から葉身基部の1/4まで病斑拡大

5. 剪葉部から葉身基部の1/2まで病斑拡大

7. 剪葉部から葉身基部の3/4まで1如斑拡大

9.全葉か枯死

上記の調在指数と原データの最小一平均一最大病斑長（cm)を記入する。

（参考）

最的抵抗性については検定法が確立されているわけではないので，下記の調査基準を挙げ

ておくっ

第9表 育種・病理関係者によって選定された水平抵抗性標準品種

抵抗性程度 中・晩生品種 早生品種

強 あそみのり

やや強 日本晴

中 幸風 コシヒカリ

やや弱 トヨニシキ

弱 金南風， 1-石

極弱 ヤマビコ

第10表 量的抵抗性検定基準品種のイネ白葉枯病菌に対する反応aJ

I II III N ダンカンの
品 種

多重検定T7174 Q6808 T7147 I--I5809 T7133 Q6803 H75373 

あそみのり 0.1 0.1 5.6 0.4 2. 7 1. 9 3. 2 a 

金南風 9. 6 3.3 13.7 11. 2 19. 7 12.0 19. 2 b c d 

クジュウ 21. 9 6,4 14.8 15.2 26. 9 7.2 19.3 d 

コシヒカリ 18.8 3.4 14. :3 7.8 21. 1 11. 6 18. 1 b C 

幸 風 14. 3 1. 6 9.6 4. 8 17. 9 6.5 14.7 b 

十 石 17.3 3.5 9. 9 5.9 20. 5 11. 8 15. 0 b C 

トヨニシキ 12.2 3.4 10. 5 7.6 17.0 7. 2 17. 1 b C 

日 本晴 13.2 3. 0 9. 7 4. 6 15.5 5. 7 14. 9 b 

峰 光 20.0 3.9 15. 8 13. 3 20. 1 13. 8 19.4 Cd  

ヤマビコ 16.8 4.0 11. 8 5.9 20.2 8. 4 18. 3 b c 

a)接種葉20枚の平均病班長 (cm)
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第11表 接種試験に基く基準品種の量的抵抗性

抵抗性程度 品 種

強 あそみのり

やや強 日本晴，幸風

中 コシヒカリ，十石， トヨニシキ

やや弱 ヤマビコ

弱 金南風，峰光

極弱 クジュウ

第12表．イネ品種の白葉枯病に対する圃場抵抗性（茂木 1980より作成）

品 種 群 RR R M s ss 

日 本 晴＋ 石金 南 風

ベニセンゴク 黄 金 錦密陽 23号

金南風群 I 裡里 326号新 山 吹

裡里 345号 中生新千木

振 興ヽ

あそみのり ックシバレ クレナイモチ

維 新 黄 玉 卜 ヨタマ

黄 玉
群 I水原258号 レイホウ

水原284号 ヒヨクモチ

全勝 26号

九系 70665

密陽 42号 Tadukan Te-tep 

Rantai Emas群 | 早生統一統

嶺南早生

早稲愛国群 I
70X-46 九系 80077 中国 45号早稲愛国 3号

なごまさり

RR;極強， R;強， M;中， S;弱， SS；極弱

（参考文献）

坂口進：イネ白葉枯病菌耐病性の連鎖分析．農技研報Dl6: 1 -18, 1967. 

坂口進・諏訪隆之・村田伸夫：イネ栽培種及び野生種のイネ白葉枯病耐病性．農技研報Dl8,1-29. 

坂口進：イネ白葉枯病抵抗性系統の育成．農技研報D28: 89-115, 1977. 
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珊感染型の検定

先に述べたように， レース判別や品種の抵抗性において抵抗性 (R) と感受性 (S)の基準に

ついては人為的に基準線を設定して判断せざるえない。基本的に反応は品種の持つ抵抗性遺伝子

の発現とイネ白葉枯病菌の菌株の病原性及び病原力との相互関係に依存している。

ところが，抵抗性（R)，罹病性 (S) と反応を分けても，「抵抗性」と判断された反応は一様

ではない。抵抗反応は多様であって，それは抵抗性を支配している遺伝＋に依存している。イネ

白葉枯病南における抵抗反応は細菌柄としては特殊であって，いわゆる「過敏感反応」や「褐変

壊死反応」は認められないとする見解が一般的であった。これはイネ白葉枯柄が道管病というこ

とに起因している。しかしながら， Xa-w抵抗性遺伝子に支配される抵抗反応が褐変壊死型で

あることが報告されて以来，各抵抗性遺伝子による抵抗性発現の様相の差が明らかにされてき

た。このような反応の差異は，菌類病における「感染型」に対応する。

このような感染型はイネ品種の抵抗性遺伝＋の発現の表現型であり，要するに，「抵抗性」の

発現にも量的な差だけでなく，質的な差異かあるということである。

したかって， このような抵抗性遺伝＋発現の差異は，本病抵抗性機構や病原性遺伝子の発現機

構といった碁礎などの場面で，まず押さえておかねばならない重要な現象である。

(1) 感染型検定の実際

1) イネの準備

検定するためのイネはワグネル・ポットや大きめのバットなど，成苗までの栽培を考慮

して選択する。できる限り生育期間を長くして，供試する。これは本病に対する抵抗性遺

伝子の発現か幼苗では不安定な楊合か多いためである。

2)接種源の準備

供試菌株をジャガイモ半合成培地で25℃,2日間培養後，約108cfu/mlの濃度に希釈し

て接種源とする。

3)接種

単針接種法を用いる。

4)調査

接種後，接種点の周囲の反応を経時的に観察する。通常，褐変型の反応は接種4日後頃

より，典型的病徴は接種後8日頃より現れる。

(2) 既知の感染型と基準品種

これまで報告されている抵抗性遺伝＋による抵抗反応の差異は以下のとおりである。
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抵抗性

逍伝子

Xa-1 
Xa-2 
Xa-3 
Xa-4 

Xa-4b' 
xa-5 
Xa-6 
Xa・7
xa-8 
xa-9 
Xa-10 
Xa-11 
Xa-12 

（参考文献）

第13表既知の感染型

感染型 代表的品種

無病徴 黄玉

小型黄斑 Rantai Emas2, Te-tep, Tadukan,特殊大穂稲
褐変 早稲愛国3号，中国45号，Kuntulan
小型黄斑 IR20, IR26, IR28, IR29 
褐変 Semora Mangga 
小型黄斑 DZ192, IR1545-339 
褐変 Zenith 
無病徴 DV85 
小型黄斑 PI231129 
褐変 Sateng 
無病徴 Cas209 
小型黄斑 Elwee, IRS, RP9-3 

小型黄斑 黄玉，ジャワ No.14

第13図 イネ白葉枯病における感染型

A:罹病反応， B:無病徴型抵抗反応 (Xa-1)

c:小型黄斑型抵抗反応 (Xa-2)
D:褐変型抵抗反応 (Xa-3)

Kaku, H. and M. Hori (1977) Browning reaction in rice plant tissues induced by Xanthomonas oか

zae. Ann. Phytopath. Soc. Japan 43: 487-490. 

Kaku, H. and T. Kimura (1978) Reaction types of rice cultivars to strains of Xanthomonas oryza,e. 

Bull. Chugoku Natl. Agric. Exp. Stn. £13: 17-43. 

Kaku, H. (1994) Infection types in rice-Xanthomonas oryza,e pv. oryzae interaction. JARQ 27 (2) 81-

87. 
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IX.イネ白葉枯病菌各レース代表菌株キット及び判別品種キット

1．各レース代表菌株キット

おけるレース判別体系は上述したとおり るが，各レースの代表困株については江

塚らが用いた代表歯株を各研究者が独自に保存し，試験研究に供していた。

ところか，これらの囲株は当時の分離法として静置法を用いていたため，単コロニー分離され

ていないこと，さらに各研究者が病原力が低下した折に単コロニー分離したり，それらの研究者

からさらに分譲されたりと同じ菌株名であっても来歴が異なるという問題が生じていた。

そこで， 1994年に江塚・西山の提案により，レース I, II, IIIの代表苗株については単コロ―

した菌株について微牛物探索評価研究チームで病原性及び病原力を検討し，最も妥当なも

のを選定し，それらを増殖するとともにセンターバンクに再登録を行った。

また，これを機に他のレースについても代表菌株を選定し増殖するとともに，センターパンク

に登録した。

これらレース I, II, III, N, V及びVII（レースVIは我が国では見出されていない）の代表菌

株の米歴をまとめたのが第13表である。

第14表 イネ白葉枯病菌各レース代表苗株

レ ス 代表菌株 MAFF 採集地 採集年 出 典

I T7174 MAFF 311018 京都府 1971年 Ezuka et al. (1974) 

II T7147 MAFF 311019 1971年 同上

III T7133 MAFF 311020 1971年

N H75373 MAFF 211965 沖縄県 1975年 堀野（1978)

V H75304 MAFF 211964 宮崎県 1975年 堀野（1978)

Wl H8584 MAFF 211191 宮崎県 1985年 Noda and Ohuchi (1985) 

なお，上記したようにレース Iおよび［l[はそれぞれA とBに細分類されることがあふすな

わち， Ogawa(1981)はIRS,RP9-3などに対する病原性からレース IおよびレースIIIをに分

けたが，その後，野田（1989)によりレース Iではレース Bが優勢であり，レース IAが分離

される頻度は非常に低いことか明らかとなった。それらレース IBおよびIIIBの代表菌株として

は下記の 2菌株が挙げられる

さらに，レースNとレースVに関しては，我か国で発見される前にはインドネシア産の下記菌

株が用いられていた。これらをインドネシア産レースNおよびレース Vの代表菌株どしたい。
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第15表 イネ白葉枯病南各レース代表菌株（II)

レース代表菌株 MAFF登録番号採集地 採集年 文 献

IB T7156 MAFF 211112 滋賀県 1971年 Ezuka and Horino(l974) 

IIIB Q6803 MAFF 211113 福岡凩 1968年 Ezuka and Horino(l974) 

N Xo-7435 MAFF 302577 バリ（インドネシア） 1974年 Yamamoto et al (1977) 

N* Xo-7330 MAFF 302570 バリ（インドネシア） 1973年 Yamamoto et al (1977) 

V Xo-宍7306 MAFF 302565 バリ（インドネシア） 1973年 Yamamoto et al (1977) 

＊レースWの代表菌株として用いられることがあるのでXo-7435とともに併記しておく。

2.判別品種リスト

一方，判けll品種のキットも MAFFジーンバンクより入手か可能である。我か国の判月ll体系

で判別品種として用いられてきた金南風，黄玉， Te-tep,早稲愛国 3号（または中国45号）

及びジャワ No.14も下記のように登録されておりアクティブ・コレクションとなっている

が， さらに MAFF-IRRIの共同研究で育成された準同質遺伝子糸統（near-isogenicline) も

登録されている。各判別品種の抵抗性遺伝子と MAFF登録番号を整理したのが第16表及び第

17表である。

第16表判別品種(I)

判別品種 抵抗性遺伝子 抵抗性を示すレース MAFF登録番号

金南風 なし 00087697 

黄玉 Xa-1, Xa-12 (Xa-kg) I, V 00087698 

Te-tep Xa-1, Xa-2, Xa-12 (Xa-kg) I, II, V 00087700 

早稲愛国 3号 Xa-3 (Xa-w) I, II, Ill 00016395 

ジャワ No.14 Xa-1, Xa-3, Xa-12 (Xa-kg) I, II, III, V 00087702 

3.判別用準同質遺伝子系統（near-isogenicline) リスト

農林水産省と国際稲研究所(IRRI) との共同研究により， IR24,トヨニシキ及び密陽23号を

反復親とした準同質遺伝子系統が育成され，それらは MAFFジーンバンクより配布可能であ

る（第15表）。
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第17表 判別品種（II)準同質遺伝子系統

系 統

IR BB-1 

IR BB-2 

IR BB-3 

IR BB-4 

IR BB-5 

IR BB-7 

IR BB-8 

IR BB-10 

IR BB-11 

IR BB-101 

IR BB-102 

IR BB-103 

IR BB-104 

IR BB-105 

IR BB-107 

IR BB-108 

IR BB-110 

IR BB-111 

IR BB-201 

IR BB-202 

IR BB-203 

IR BB-204 

IR BB-205 

IR BB-207 

IR BB-208 

IR BB-210 

IR BB-211 

抵抗性遺伝子

Xa-1 

Xa-1, Xa-2 

Xa-3 

X正 1

xa-o 

Xa-7 

xa-8 

Xa-10 

xa-1.l 

Xa-1 

Xa・1,Xa-2 

Xa-3 

Xa-4 

揺 5

Xa-7 

xa-8 

Xa-10 

xa-11 

Xa-1 

Xa-1, Xa-2 

Xa-3 

Xa-4 

xa-5 

Xa-7 

xa-8 

Xa-10 

、xa-11

抵抗性親

黄上

Te-tep 

中国45号

IR20 

IR1545 

DV85 

PI231129 

Cas209 

IR 8 

黄玉

Te-tep 

中国45号

IR20 

IR1545 

DV85 

PI231129 

Cas209 

IR 8 

黄玉

Te-tep 

中国45号

IR20 

IR1545 

DV85 

PI231129 

Cas209 

IR 8 

--38.、̀ ――

---

反復親 MAFF登録番号

IR24 

IR24 

IR24 

IR24 

IR24 

IR24 

IR24 

IR24 

IR24 

トヨニシキ

トヨニシキ

トヨシニキ

トヨニシキ

トヨニシキ

トヨニシキ

トヨシニキ

トヨニシキ

トヨシニキ

密陽23号

密賜23号

密陽23号

密陽23丹

密陽23号

密陽23号

密陽23号

密陽23号

密陽23号

00087717 

00087720 

00087723 

00087735 

00087738 

00087741 

00087744 

00087747 

00087750 

00087719 

00087722 

00087725 

00087737 

00087740 

00087743 

00087746 

00087749 

00087752 

00087718 

00087721 

00087724 

00087736 

00087739 

00087742 

00087745 

00087748 

00087751 



X.イネ白葉枯病菌に関する術語集

遺伝的多様性

表現型の違いではなく，遺伝的な形質の多様性を慈味する。近年，遺伝子解析技術の進展によ

り， RFLPなどによって解析されている。イネ白葉枯病菌では高頻度反復配列を含むDNA断片

等をプロープとして解析か行われている。

バクテリオファージ (Bacteriophage)

バクテリオファージは単にファージとも呼ばれ，細菌に寄生するウイルスである。イネ白葉枯

病菌に寄生するバクテリオファージについてはその性質と利用法について多くの研究かなされ，

イネ白葉枯病菌の生態と発生予察に利用されてきた。脇本により，ファージ感受性によるイネ白

葉枯病菌の系統分類も行われている。

B•E 法（bacteri al exudation method) 

Bacteria exudation methodの略である。細菌に感染した組織を水に浸漬し顕微鏡観察する

と，その組織片から細菌が溢出してくる。イネ白葉枯病歯において伊阪により報告された現象で，

イネ白葉枯病の場合，無病徴でも細南が道管内で増殖していれば，本法により観察が可能であ

る。本病の診断の他，量的抵抗性の検定などに応用されている。

テロビブリオ (Bdellovibrio)

細菌に寄生する細歯の 1種 Bdellovibriobacteriovorus Stolp & Starrで，イネ臼葉枯柄歯だ

けでなく，多くの細菌に寄生する。

排水組織（hydathode)

イネ菓の葉縁， とくに葉先の部分に存在する。道管か集合し開口し，過剰な水分を排出する機

能を有する構造である。表面には多数の水孔か開口する。イネ白葉枯病罹病葉ではこの排水腺上

に黄色の細菌泥(ooze)が観察されることがある。

水孔 (waterpore) 

イネ葉の排水腺上に存在し，気孔によく似た構造である。しかし，気孔より開口部のサイズか

さらに大きく，また，豊富な水分があり，道管との連絡部でもあることから，イネ白葉枯病菌の

格好の感染口となっている。

被覆組織（epithem)

排水腺下に位置し，水孔と道管の間に存在する海綿状の柔組織であり，柔細胞は葉緑素を欠

く。水｛しの開口部から侵人したイネ白葉枯病歯はここでパクテロイドの形で存在すると言われて

いる。
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細菌泥（bacterialooze) 

植物病原細菌か植物組織内で増殖後，気孔や水孔などの自然開口部，あるいは傷などから溢出

した細菌塊やムコ多糖体などの混合物。イネ白葉枯病菌の場合，一早朝，感染葉の葉縁で黄色の粒

として観察される。これは排水腺の水孔からイネ白葉枯病菌の細南塊か溢出するためである。標

徴として植物病害の診断の手だてとしても軍要である。

クレセック (kresek)

根からの感染による急性萎凋症状。イネが枯死し，非常に大きな被害をもたらす。熱帯でよく

生じるか，我か国でも北陸地方などで報告されている。

プロープ（probe)

DNA多型解析や組換え DNA実験で用いる検出用DNA（もしくは RNA) をプローブと称す

る。レース判別や細菌の分類では病原性関連遺伝子や高頻度反復配列を含むDNA断片が用いら

れることが多い。

RFLP (restriction fragment length polyphormism) 

DNAをEcoRIなど各種制限酵素で切断後，生じる断片長の多型を言う。通常，切断後の断

片をプローブで釣り上げ，多型解析を行う。

ブロッティング (blotting)

核酸や蛋白などをメンブレン・フィルターなどに写し取ることをプロッティングと言うが，そ

のうち， DNAを写し取り，検出する方法をサザーン・プロッティングと称する。

多型性（polymorphism)

同一種の正常な個体間で形質に多様性がみられる現象のこと。 DNAなど遺伝子の構造の差に

よる多型性を遺伝的多型性という。

レース (race)

同じ種で，病原性が異なる菌株群を「レース」と称する。イネ白葉枯荊菌の場合，我が国では

レース 7まで，アジア全体では30近いレースか報告されている。

判別体系 (differentialsystem) 

イネ白葉枯病菌のイネ品種に対する病原性，各レースに対する抵抗性からイネ品種を分類し，

それらの相互関係をまとめ上げる体系を言う。

抵抗性（resistance)

病害などに対する強さの程度を言う。感受性（罹病性）と対をなす術語である。イネ白葉枯病

では病原細菌に対するイネ品種の抵抗性がはっきリしており，現時点で最も確実な防除法も抵抗

性品種の栽培である。
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感受性（susceptibility)

病害に対して罹りやすい程度を言う。罹病性とも言う。「抵抗性」に対応する術語である。

罹病性（susceptibility)

「感受性」の項参照。

成稲抵抗性（adultplant resistance) 

イネ品種のイネ白葉枯病抵抗性は幼植物では発現しないか，発現の程度か弱い。このように生

育ステージが進んで，初めて表れる抵抗性を成植物抵抗性と称する。

質的抵抗性(qulitativeresistance) 

植物の病害抵抗性の分類で最も普遍的な分け方で，「量的抵抗性」に対応する。接種によって

病徴がまったく現れないか， もしくは，現れてもその現われ方が感受性の品種とは質的に異なる

場合には「質的抵抗性」とみなされる。通常，非常に高度な抵抗性で，晋通，主慟遺伝子に支配

される。

量的抵抗性（quantitativeresistance) 

植物の病害抵抗性としては程度が低く，微働遺伝子に支配される抵抗性を量的抵抗性と称す

る。品種間に病徴の現われ方の質的な差がみられず，量的な差のみが認められる場合，その差は

「鼠的抵抗性」の差とみなされる。このような抵抗性は多くの場合， レースに非特異的であるた

め，イネ白葉枯病においても注Hされている。

垂直抵抗性（verticalresistance) 

Van der Plankによる抵抗性の分類で，特異的祗抗性は垂直の線で表されることから，垂直

抵抗性と称した。

水平抵抗性（horizontalresistance) 

垂直抵抗性に対して，非特異的抵抗性は水平の線で示されることから，水平抵抗性と称した。

圃場抵抗性（fieldresistance) 

圃場条件下で，自然感染に対して発現する抵抗性。水平抵抗性はこのタイプの抵抗性である。

特異的抵抗性（race-specificresistance) 

レース特異的抵抗性とも呼ばれる。病原の特定のレースに特異的に発現する抵抗性で，多くの

場合，質的抵抗性である。

非特異的抵抗性（non-specificresistance) 

「レース非特異的抵抗性」とも0乎ばれ，病原のレースに関係なく発現する抵抗性。
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ファージ(phage)

「バクテリオファージ」の項参照。

遺伝子対遺伝子説(gene-for-genetheory) 

Florがアマさび病で提唱した説で，病原性と抵抗性の相互関係を説明する理論として広く受

け入れられている。抵抗性と病原性はいずれも遺伝子に支配され，抵抗性は優勢，病原性は劣性

形質として遺伝し，抵抗性遺伝子と，それに特異的に作用する非病原性遺伝子の組合せでのみ宿

主の表現型は抵抗性，それ以外の組合せでは感受性になるというもの。

pathovar 

植物病原細菌の亜種以下の分類で， 1種以上の植物に対する病原性の相違に基づく分類単位。イ

ネ白葉枯病菌は Xanthomonascampestris pv. oryzaeから Xanthomonasoryzae pv. oryzaeに改

変されている。

繊維状ファージ（filamentousphage) 

宿主柏を溶菌することなく，菌体外に放出されるファージで，環状一本鎮DNAから成る。繊

維状ファージは最初，大腸菌の F＋を特異的に侵すファージとして分離されたが，イネ白葉枯病

菌においても Cf,Xcfl, XcF 2か報告されている。

種子伝染（seed-transmission) 

種子を通じて病害が伝染すること。イネ白葉枯病の種子伝染については諸説あるが，その可能

性が高いものの，罹病種子を播種した場合，苗か発病するか否かについては明らかではない。

判別品種 (differentialvariety) 

病原のレースを分類するために用いる品種。我が国では金南風，黄玉， Te-tep,中国45号，

ジャワ No.14などが用いられてきたか，近年は準同質遺伝子系統（near-isogenicline) を用い

ることか多い。

宿主ー寄生者相互作用（host-parasiteinteraction) 

伝染性疾病において，病原体と植物との共存の場での両者の相互作用。イネー白葉枯病菌の系

においても，遺伝子レベルでの研究が進展している。

FM (Fibrilar material) 

細南病に対する植物の抵抗性機構として， とくに道管柄において宿主起源の繊維状物質で病原

か封じ込められる場合，このような繊維状物質を FM(fibrilar material) と称する。

イネ白葉枯病においても，抵抗性機作の一つとして提唱されている。

第一次伝染源（primaryinfection source) 

伝染の鎖において，越冬した病原体か植物に感染するための最初の感染源。イネ白葉枯病の場
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合，被害わらやもみ上，サヤヌカグサや工ゾサヤヌカグサなどか第一次伝染源と考えられている。

抵抗性の崩壊（breakdown)

抵抗性品種が新しいレースの出現により，罹病化する現象を言う 3 イネ白葉枯病において

も， 1957年，福岡県において抵抗性品種とされたアサカゼの罹病化がその例として有名である 3

越冬植物（overwinteringplant) 

病原微生物が寄生し，その中で越冬する場合，越冬植物と称する。イネ白葉枯病菌はサヤヌカ

グサおよびエゾサヤヌカグサなどの根の組織内で越冬し，翌年，灌漑水中に流れ出し，それが第

一次伝染源となる。

剪葉接種法（clippinginoculation technique) 

植物の葉を菌液に浸した鋏で，葉の一部を剪除しながら接種する方法。イネ白葉枯病菌の接種

では最も広く用いられる e 「接種」の項参照。

針接種法（needleinoculation method) 

針で付傷し，そこから病原の感染を起こさせる接種法。「接種」の項参照。

噴霧接種法（sprayinoculation method) 

糸状菌の胞子や細菌浮遊液を噴霧器などで散布し，感染を起こさせる接種法。「接種」の項参照。

病徴 (Symptom)

病原微生物や生理的要因などにより植物に生じた異常,.イネ白葉枯病の病徴は葉枯れ

(blight),萎凋 (wilt), クレセック (kresek) などである D 温帯では黄化が起こり徐々に壊死

部か広がってゆくが，熱帯ではいきなり葉枯れ症状が生じることが多いe これは高温によりイネ

の蒸散か活発となり，水分収支のバランスのためと考えられる。

標徴（Sign)

病徴のうち，病原そのものか形成するものを肉眼的に観察できる場合，それらを標徴と称する。

イネ白葉枯病の場合には，水孔から溢出する黄色の細菌泥で， とくに早朝に観察されることか多い。

モノクロナール抗体 (monclonal-antibody)

均一の分子から成る抗体で，モノクローン抗体，単クローン抗体ともいう。イネ白第枯病菌の

検出などの目的で利用されている。

ザンサン (xanthan)

Xanthomonas campestris pv, campestrisはじめXanthomonas属細菌か産生する細胞外多糖

類で，粘性を帯び，食品産業なとで利用されている。
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XII. MAFF登録イネ白葉枯病菌

1996年3月31日現在MAFFジーンバンクに登録されているイネ白葉枯病菌々株は第18表のとおりである。

第18表 MAFF登録されいるイネ白葉枯病菌(Xanthomonasoryzae pv. oryzae)菌株のリスト（登録順）

MAFF番号 レース 採集地 採集年 分離源 同定者 寄託者 登緑時番号

MAFF 301082 

MAFF 301083 

MAFF 301084 

MAFF 301085 

MAFF 301086 

MAFF 301088 

MAFF 301089 

MAFF 301225 

MAFF 301226 

MAFF 301227 

MAFF 301228 

MAFF 301229 

MAFF 301230 

MAFF 301231 

MAFF 301232 

MAFF 301233 

MAFF 301234 

MAFF 301235 

MAFF 301236 

MAFF 301237 

MAFF 301238 

MAFF 301239 

MAFF 301240 

MAFF 301241 

MAFF 301242 

MAFF 301243 

MAFF 301244 

MAFF 302565 

MAFF 302566 

MAFF 302567 

MAFF 302568 

MAFF 302569 

MAFF 302570 

MAFF 302571 

MAFF 302572 

MAFF 302573 

MAFF 302574 

MAFF 302575 

*
*
*
*
I
I
I
*
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
*
*
*
*
*
*
*
*
 *

v

>

v

v

>

N

v

>

w

w

N

 

秋田県

佐賀県

岐阜県

滋賀県

新潟県

長崎県

福井県

京都県

岐阜県

三里県

1958 

1958 

1958 

1958 

1958 

1965 

1965 

1971 

1971 

1971 

1971 

愛知県 1971 

滋賀県 1971 

三重県 1971 

岐阜県 1971 

滋賀県 1971 

京都県 1971 

京都県 1971 

京都県 1971 

新潟県 1975 

新潟県 1975 

新潟県 1975 

三重県 1975 

高知県 1976 

高知県 1976 

幅岡県 1976 

福固県 1976 

インドネシア 1973 

インドネシア 1973 

インドネシア 1973 

インドネシア 1973 

ィンドネンア 1973 

イントネ／ア 1973 

インドネ／ア 1973 

インドネ／ア 1973 

イントネンア 1973 

インドネンア 1973 

インドネシア 1973 

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（ヤチコガネ）

サヤヌカグサ

イネ（不明） 伊阪実人

イネ（中生新千本） 江塚昭典

イネ（ハッシモ） 江塚昭典

イネ（不明） 江坂昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（喜峰） 江塚昭典

イネ（湖西 1号） 江塚昭典

イネ（農林29号） 江塚昭典

イネ（中生新千本） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（中生新千本） 江塚昭典

イネ（ヤマビコ） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ（不明） 江塚昭典

イネ(PadiTahum) H. R. Hifni 

イネ(IR5) H. R. Hifni 

イネ(KetanSuco) H. R. Hifni 

イネ（不明） H. R. Hifni 

イネ(Angkong) H. R. Hifni 

イネ（不明） H. R. Hifni 

イネ(IR5) H. R. Hifni 

イネ(SaigonMerah) H. R. Hifni 

イネ（不明） H. R. Hifni 

イネ(Paditahum) H. R. Hifni 

イネ(Paditahum) H. R. Hifni 

草葉敏彦

草葉敏彦

草葉敏彦

草葉敏彦

吉村彰治

草葉敏彦

草葉敏彦

草葉敏彦

草葉敏彦

吉村彰治

九州農試

伊阪実人

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

H. R. Hifni 

N5802 

N5874 

N5843 

N5842 

H5809 

Q6538 

HF6558 

T7174 

T7147 

T7133 

T7101 

T7119 

T7156 

T7129 

T7142 

T7152 

T7167 

T7177 

T7191 

N7501 

N7502 

N7503 

N7504 

N7601 

N7602 

N7603 

N7604 

Xo-7306 

Xo-7309 

Xo-7317 

Xo-7319 

Xo-7326 

Xo-7330 

Xo-7352 

Xo-7401 

Xo-7403 

Xo-7426 

Xo-7427 
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MAFF番号レース 採北地 採染年 分離源 同定者 寄託者 登録時番号

MAFF 302576 N インドネシア 1973 イネ(PadiCicih Jambu) H. R. Hifni H. R. Hifni Xo-7433 

MAFF 302577 N イントネンア 1973 イネ(CicrhJanbu) H. R. Hifni H R. Hifni Xo 7435 

MAFF 302578 N インドネンア 1973 イネ(PadiUntuk) H. R. Hifni H R. Hifni Xo-7438 

MAFF 302579 N インドネシア 1973 イネ(Padiketan) H. R. Hifni H. R Hifni Xo-7439 

MAFF 302580 N イントネンア 1973 イネ(KetanGundil) IL R. Hifni H. R. Hifni Xo-7440 

MAFF 302611 I インドネシア 1987/12イネ（不明） 西山幸司 西山幸司 INJ131 

MAFF 302612 I イノドネシア 1987/12イネ（不明） 西山幸司 西山幸司 INJ132 

MAFF 302999 I 島根県 1992/09イネ（不明） 西山幸司 西山キ司 NS391 

MAFF 210548 III A 鹿児島県 1992/07イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9101 

MAFF 210549 I B 愛媛県 1992/07イネ（コンヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9102 

MAFF 210550 I B 石川県 1992/07イネ（能登ひかり） 野田孝人 加米久敏 H9103 

MAFF 210551 I B 石川県 1992/07イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9104 

MAFF 210552 II 石川県 1992/07イネ（能登ひかり？）野田孝人 加来久敏 H9105 

MAFF 210553 II 石川県 1992/07イネ（コンヒカリ？）野田孝人 加来久敏 H9106 

MAFF 210554 I B 石川県 1992/07イネ（コシヒカリ？）野田孝人 加来久敏 H9107 

MAFF 210555 II 石川県 1992/07イネ（能登ひかり？）野田孝人 加米久敏 H9108 

MAFF 210556 II 石川県 1992/07イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9109 

MAFF 210557 I B 石川梨 1992/07イネ（能登ひかり？）野田孝人 加来久敏 H9110 

MAFF 210558 II 石川県 1992/07イネ（コシヒカリ？）野田孝人 加来久敏 H9111 

MAFF 210559 II 新潟県 1992/07イネ（新潟早生） 野田孝人 加米久敏 H9112 

MAFF 210560 II 石川県 1992/07イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9113 

MAFF 210561 I B 石川県 1992/07イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9114 

l¥IAFF 210562 II 石川県 1992/07イネ（コ／ヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9115 

MAFF 210563 II 石川県 1992/07イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9116 

MAFF 210564 I B 石川県 1992/07イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9117 

MAFF 210565 I B 石川県 1992/07イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9118 

MAFF 210566 I B 石川県 1992/07イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9119 

MAFF 210567 I B 新潟県 1992/0,イネ（新潟早牛） 野田孝人 加来久敏 H9120 

MAFF 210568 I B 新潟県 1992/07イネ（新潟早生） 野田孝人 加来久敏 H9121 

MAFF 210569 I B 滋賀県 1992/07イネ（日本晴） 野田孝人 加来久敏 H9122 

MAFF 210:i70 II 新潟県 1992/07イネ（ゆきの精） 野田孝人 加米久敏 H9123 

MAFF 210571 I B 貨Ll1県 1992/07イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9124 

MAFF 210572 I B 富山県 1992/07イネ（不明） 野田孝入 加来久敏 H912S 

MAFF 210573 I B 富山煤 1992/07イネ（フクヒカリ） 野田孝J、 加来久敏 H9126 

MAFF 210J7 4 I B 省山県 1992/07イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9127 

MAFF 210575 II 新潟児 1992/07イネ（トドロキワセ）野田孝人 加来久敏 H9128 

MAFF 210576 II 新潟県 1992/07イネ（アキヒカリ？）野田孝人 加米久敏 H9129 

MAFF 210:m II 新潟県 1992/07イネ（トトロ午ワセ）野田孝人 加来久敏 II9130 

MAFF 210578 I B 石川県 1992/07イネ（能登ひかり） 野田孝人 加米久敏 H9131 

'.¥1AFF 210579 II 石川県 1992/07イネ（コ／ヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9132 

MAFF 210580 I B 石川県 1992/07イネ（不明） 野田孝J¥ 加来久敏 H9133 

MAFF 210581 I B 石川県 1992/07イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9134 
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MAFF番号 レース採見地採集年 分離源 同定者 寄託者 登錬時番号

MAFF 210582 I B 石川県 1992/07 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9135 

MAFF 210583 ＊ 福岡県 1992/08 イネ（ヒノヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9136 

MAFF 210584 II 宮城県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9137 

MAFF 210585 II 福井県 1992/08 イネ（キヌヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9138 

MAFF 210586 II 福井県 1992/08 イネ（フクヒカリ） 野田孝人 )Ju米久敏 H9139 

MAFF 210587 II 新潟県 1992/08 イネ（新潟早生） 野田孝人 加米久敏 H9140 

MAFF 210588 I B 石川県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9141 

MAFF 210589 II 石川県 1992/08 イネ（加賀ひかり） 野田孝人 加来久敏 H9142 

MAFF 210590 II 石川県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9143 

MAFF 210591 II 宮城県 ］992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9144 

MAFF 210592 II 宮城県 1992/08 イネ（サトホナミ） 野田孝人 加来久敏 H9145 

MAFF 210593 I B 宮城県 1992/08 イネ（ササニンキ） 野田孝人 加米久敏 H9146 

MAFF 210594 I B 新潟県 1992/08 イネ（越路早生） 野田孝人 加米久敏 H9147 

MAFF 210595 I B 新潟県 1992/08 イネ（越路早生） 野田孝人 加来久敏 H9148 

MAFF 210596 I B 新潟県 1992/08 イネ（新潟早生） 野田孝人 加米久敏 H9149 

MAFF 210597 I B 熊本県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9150 

MAFF 210598 I B 熊本県 1992/08 イネ（日本晴） 野田孝人 加来久畝 H9151 

MAFF 210599 I B 熊本県 1992/08 イネ（ミネアサヒ） 野田孝人 加米久敏 H9152 

MAFF 210600 II 岩手県 1992/07 イネ（ひとめぱれ） 野田孝人 加米久敏 H9153 

MAFF 210601 II 新潟県 1992/07 イネ（新潟早生） 野田孝人 加米久敏 H9154 

MAFF 210602 I B 愛知県 ］992/08 イネ（東海13号） 野田孝人 加来久敏 H9155 

MAFF 210603 I B 長崎県 1992/08 イネ（ひのひかり） 野田孝人 加米久敏 H9156 

MAFF 210604 I B 石川県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9157 

MAFF 210605 ＊ 石川県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9158 

MAFF 210606 I B 石川県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9159 

MAFF 210607 I B 石川県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 II9160 

MAFF 210608 I B 石川媒 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9161 

MAFF 210609 I B 秋田県 1992/08 イネ（あきたこまち） 野田孝人 加来久敏 H9162 

MAFF 210610 II 秋田県 1992/08 イネ（あぎたこまち） 野田孝人 加来久敏 H9163 

MAFF 210611 II 秋田県 1992/08 イネ（あきたこまち） 野田孝人 加来久敏 H9164 

MAFF 210612 II 秋田県 1992/08 イネ（あきたこまち） 野田孝人 加来久敏 H9165 

MAFF 210613 ＊ 新潟県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9166 

MAFF 210614 II 新潟県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9167 

MAFF 210615 II 新潟県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9168 

MAFF 210616 I B 島恨県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9169 

MAFF 210617 I B 島根県 1992/08 イネ（コンヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9170 

MAFF 210618 I B 島根県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9171 

MAFF 210619 II 島根県 1992/08 イネ（コンヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9172 

MAFF 210620 ＊ 秋田県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野田孝人 加米久敏 H9173 

MAFF 210621 I B 徳島県 1992/08 イネ（アキニシキ） 野田孝人 加来久敏 H9174 

MAFF 210622 I B 石川県 1992/08 イネ（能登ひかり） 野田孝人 加米久敏 H9175 

MAFF 210623 II 椙島県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野田孝人 加米久敏 H9176 
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MAFF番号 レーース採集地 採集年 分離源 同定者 寄託者 登録時番号

MAFF 210624 II 椙島県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9177 

MAFF 210625 II 福島県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野田孝人 加米久敏 H9178 

MAFF 210626 I B 高知県 1992/08 イネ（黄金錦） 野田孝人 加来久敏 H9179 

MAFF 210627 I B 滋賀県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敗 H9180 

MAFF 210628 I B 福井県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H9181 

MAFF 210629 I B 福井県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H9182 

MAFF 210630 I B 富山県 1992/08 イネ（フクヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H9183 

MAFF 210631 ＊ 愛知県 1992/08 イネ（モチ） 野田孝人 加来久敏 H9184 

MAFF 210632 I B 大分県 1992/08 イネ（クジュウ） 野田孝人 加来久敏 H9185 

MAFF 210633 I B 大分県 1992/08 イネ（クジュウ） 野田孝人 加米久敏 H9186 

MAFF 210634 I B 大分県 1992/08 イネ（クジュウ） 野田孝人 加米久敏 H9187 

MAFF 210635 I B 新潟県 1992/07 イネ（新潟早生） 野田孝人 加来久敏 H9188 

MAFF 210636 * 新潟県 1992/08 イネ（新潟早生） 野田孝人 加来久敏 H9189 

MAFF 210637 ＊ 新潟県 1992/08 イネ（新潟早生） 野田孝人 ]Jl)来久敏 H9190 

MAFF 210638 ＊ 新潟県 1992/08 イネ（新潟早生） 野田孝人 加来久敏 H9191 

MAFF 210639 II 新潟屎 1992/08 イネ（越路早生） 野田孝人 加米久敏 H9192 

MAFF 210640 * 新潟県 1992/08 イネ（新潟早生） 野田孝人 加米久敏 H9193 

MAFF 210641 I B 福島県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H9194 

MAFF 210642 I B 山形県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野田孝人 加米久敏 H9195 

MAFF 210643 I B 山形県 1992/08 イネ（ヒメノモチ） 野田孝人 加来久敏 H9196 

MAFF 210644 I B 山形県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野田孝人 加来久敏 H9197 

MAFF 210645 * 山形県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野田孝人 加来久敏 H9198 

MAFF 210646 II 山形県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野Fil孝人 加米久敏 H9199 

MAFF 210647 I B 栃木県 1992/08 イネ（キヌヒカリ？） 野田孝人 加米久敏 H91100 

MAFF 210648 I B 栃木県 1992/08 イネ（月の光？） 野田孝人 加来久敏 H91101 

MAFF 210649 I B 栃木県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91102 

MAFF 210650 I B 山口県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91103 

MAFF 210651 I B 兵庫県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敗 H91104 

MAFF 210652 II 福岡県 1992/08 イネ（ミネアサヒ） 野田孝人 加米久敏 H91105 

MAFF 210653 I B 滋費県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91106 

MAFF 210654 I B 磁賀県 1992/08 イネ（日本晴） 野田孝人 加米久敏 H91107 

MAFF 210655 I B 滋賀県 1992/08 イネ（日本晴） 野田孝人 加来久敏 H91108 

MAFF 210656 II 罪手県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野田孝人 加来久敏 H91109 

MAFF 210657 II 岩手県 1992/08 イネ（ヒメノモチ） 野田孝人 加来久敏 H91110 

MAFF 210658 I B 広島県 1992/08 イネ（中生新千本） 野田孝人 加米久敏 H91111 

MAFF 210659 I B 愛知県 1992/09 イネ（ミネアサヒ） 野田孝人 加来久敏 H91112 

MAFF 210660 ＊ 滋賀県 1992/09 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91113 

MAFF 210661 II 秋田県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91114 

MAFF 210662 II 秋田県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91115 

MAFF 210663 II 秋田県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91116 

MAFF 210664 II 秋田県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91117 

MAFF 210665 I B 秋田県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91118 
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MAFF 210666 ＊ 秋田県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91119 

MAFF 210667 ＊ 秋田県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91120 

MAFF 210668 I B 秋田県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野田孝人 加米久敏 H91121 

MAFF 210669 ＊ 秋田県 1992/08 イネ（ササニシキ） 野川孝人 加来久敏 H91122 

MAFF 210670 I B 秋田梨 1992/08 イネ（ササニシキ） 野出孝人 加来久敏 H91123 

MAFF 210671 I B 山口県 1992/09 イネ（ヤマホウシ） 野li」孝人 加米久敏 H91124 

MAFF 210672 ＊ 静岡県 1992/09 イネ（黄金晴） 野田孝人 加来久敏 H91125 

MAFF 210673 II 誇岡県 1992/09 イネ（コシ1::カリ） 野田孝人 加来久敏 H91126 

MAFF 210674 ＊ 静岡県 1992/09 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91127 

MAFF 210675 II 閥山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91128 

MAFF 210676 II 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91129 

MAFF 210677 I B 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91130 

MAFF 210678 I B 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91131 

MAFF 210679 II 熊本県 1992/09 イネ（ミナミニシキ） 野田孝人 加来久敏 H91132 

MAFF 210680 II 熊本県 1992/09 イネ（レイホウ） 野田孝人 加来久敏 H91133 

MAFF 210681 I B 熊本県 1992/09 イネ（ヒノヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91134 

MAFF 210682 II 福岡県 1992/09 イネ（ミネアサヒ） 野田孝人 加来久敏 H91135 

MAFF 210683 I B 茨城県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91136 

MAFF 210684 ＊ 鹿児島県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91137 

MAFF 210685 I B 栃木県 1992/09 イネ（コシヒカリ？） 野田孝人 加米久敏 H91138 

MAFF 210686 I B 栃木県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91139 

MAFF 210687 I B 栃木県 1992/09 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91140 

MAFF 210688 II 山口県 1992/09 イネ（ヤマヒカリ） 野Lij孝人 加米久敏 H91141 

MAFF 210689 II 山口県 1992/09 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91142 

MAFF 210690 I B 山口県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91143 

MAFF 210691 I B 茨城県 1992/09 イネ（不明） 野ll」孝人 加来久敏 H91144 

MAFF 210692 ＊ 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加米久敏 H91145 

MAFF 210693 II 茨城県 1992/09 イネ（キヌヒカリ） 野川孝人 加来久敏 H91146 

MAFF 210694 II 新潟県 1992/09 イネ（新潟早生） 野田孝人 加米久敏 H91147 

MAFF 210695 I B 長野県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91148 

MAFF 210696 I B 長野県 1992/09 イネ（不明） 野田孝JI. 加米久敏 H91149 

MAFF 210697 I B 宮崎県 1992/09 イネ、（不明） 野田孝人 加来久敏 H91150 

MAFF 210698 I B 宮崎県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91151 

MAFF 210699 II 新潟県 1992/09 イネ（新潟早生） 野田孝人 加来久敏 H91152 

MAFF 210700 I B 神奈川県 1992/09 イネ（アキニシキ） 野田孝人 加来久敏 H91153 

MAFF 210701 I B 群馬県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91154 

MAFF 210702 ＊ 山口県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91155 

MAFF 210703 I B 山口県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91156 

MAFF 210704 I B 山口県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91157 

MAFF 210705 I B 滋賀県 1992/09 イネ (H本晴） 野田孝人 加来久敏 H91158 

MAFF 210706 II 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野用孝人 加未久敏 H91159 

MAFF 210707 I B 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加米久敏 H91160 
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MAFF 210708 I B 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加米久敏 H91161 

MAFF 210709 I B 鹿児島県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91162 

MAFF 210710 I B 愛媛県 1992/09 イネ（ひめのまい） 野田孝人 加来久敏 H91163 

MAFF 210711 I B 愛媛県 1992/09 イネ（愛知68号） 野田孝人 加来久敏 H91164 

MAFF 210712 I B 愛媛県 1992/09 イネ（松山三井） 野田孝人 加来久敏 H91165 

MAFF 210713 I B 愛媛県 1992/09 イネ（ミネニンキ） 野田孝人 加来久敏 H91166 

MAFF 210714 I B 愛媛県 1992/09 イネ（コガネマサリ） 野田孝人 加米久敏 H91167 

MAFF 210715 I B 愛媛県 1992/09 イネ（コガネマサリ） 野田孝人 加米久敏 H91168 

MAFF 210716 I B 愛媛県 1992/09 イネ（松山三井） 野田孝人 加来久敏 H91169 

MAFF 210717 I B 愛媛県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加来久敏 H91170 

MAFF 210718 II 大分県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91171 

MAFF 210719 II 大分県 1992/09 イネ（不明） 野田孝入 加来久敏 H91172 

MAFF 210720 II 福品県 1992/09 イネ（チョニンキ） 野田孝人 加米久敏 H91173 

MAFF 210721 II 齢岡県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91174 

MAFF 210722 II 静岡県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91175 

MAFF 210723 I B 神奈川県 1992/09 イネ（アキニシキ） 野田孝人 加来久敏 H91176 

MAFF 210724 I B 神奈川県 1992/09 イネ（キヌヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91177 

MAFF 210725 ＊ 京都府 1992/09 イネ（キヌヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91178 

MAFF 210726 I B 静岡県 1992/09 イネ（黄金晴） 野田孝人 加来久敏 H91179 

MAFF 210727 ＊ 鹿児島県 1992/09 イネ（ミナミヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91180 

MAFF 210728 I B 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加来久敏 H91181 

MAFF 210729 II 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加米久敏 H91182 

MAFF 210730 I B 滋賀県 1992/09 イネ（ Iー］本晴） 野田孝人 加来久敏 H91183 

MAFF 210731 I B 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加来久敏 H91184 

MAFF 210732 II 滋賀県 1992/09 イネ (H本晴） 野田孝人 加米久敏 H91185 

MAFF 210733 I B 滋賀県 1992/09 イネ（キヌヒカリ） 野田孝入 加来久敏 H91186 

MAFF 210734 I B 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加来久敏 H91187 

MAFF 210735 I B 滋質県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加米久敏 H91188 

MAFF 210736 ＊ 岡山県 1992/09 イネし不明） 野田孝人 加来久敏 H91189 

MAFF 210737 II 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91190 

:V1AFF 210738 II 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91191 

MAFF 210739 I B 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91192 

MAFF 210740 I B 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91193 

MAFF 210741 I B 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝入 加米久敏 H91194 

MAFF 210742 I B 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91195 

MAFF 210743 II 岡山児 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91196 

MAFF 210744 I B 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91197 

MAFF 210745 II 岡山県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91198 

MAFF 2107 46 II 群馬県 1992/09 イネ（キヌヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91199 

MAFF 210747 I B 鹿児島県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91200 

:'v1AFF 210748 ＊ 岐阜県 1992/09 イネ（不明） 野田孝！＼ 加来久敏 H91201 

MAFF 210749 I B 滋賀県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加米久敏 H91202 
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MAFF 210750 II 岩手県 1992/09 イネ（ヒメノモチ） 野田孝人 加来久敏 H91203 

MAFF 210751 II 埼玉県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91204 

MAFF 210752 I B 埼玉県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91205 

MAFF 210753 II 埼玉県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91206 

MAFF 210754 II 埼玉県 1992/09 イネ（朝の光） 野田孝人 加米久敏 H91207 

MAFF 210755 II 埼玉県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91208 

MAFF 210756 II 埼玉県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91209 

MAFF 210757 I B 長崎県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91210 

MAFF 210758 II 長崎県 1992/09 イネ（ヒノヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91211 

MAFF 210759 II 佐賀県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91212 

MAFF 210760 II 佐賀県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91213 

MAFF 210761 II 佐賀県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91214 

MAFF 210762 II 佐賀県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91215 

MAFF 210763 I B 島根県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91216 

MAFF 210764 I B 烏根県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91217 

MAFF 210765 I B 島根県 1992/08 イネ（不明） 野田孝人 加米久敏 H91218 

MAFF 210766 ＊ 島根県 1992/08 イネ（コシヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91219 

MAFF 210767 II 島根県 1992/09 イネ（日本晴） 野田孝人 加米久敏 H91220 

MAFF 210768 I B 島根県 1992/09 イネ（キヌヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91221 

MAFF 210769 I B 島根県 1992/09 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91222 

MAFF 210770 I B 宮崎県 1992/10 イネ（ひ系620) 野田孝人 加来久敏 H91223 

MAFF 210771 I B 宮崎県 1992/10 イネ（コガネマサリ） 野田孝人 加来久敏 H91224 

MAFF 210772 I B 宮崎県 1992/10 イネ（ミナミヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91225 

MAFF 210773 I B 宮崎県 1992/10 イネ（ミナミヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91226 

MAFF 210774 I B 宮崎県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91227 

MAFF 210775 I B 宮崎県 1992/10 イネ（ミナミヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91228 

MAFF 210776 I B 宮崎県 1992/10 イネ（ミナミヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91229 

MAFF 210777 I B 宮崎県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91230 

MAFF 210778 I B 宮崎県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91231 

MAFF 210779 I B 宮崎県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91232 

MAFF 210780 I B 宮崎県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91233 

MAFF 210781 I B 宮崎県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91234 

MAFF 210782 ＊ 宮崎県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91235 

MAFF 210783 I B 大分県 1992/10 イネ（ヒニヒカリ） 野田孝人 加米久敏 H91236 

MAFF 210784 I B 大分県 1992/10 イネ（ヒノヒカリ） 野田孝人 加来久敏 H91237 

MAFF 210785 I B 大分県 1992/10 イネ（不明） 野田孝人 加来久敏 H91238 

MAFF 210893 I 長崎県 1993/09 イネ（日本晴） 加来久敏 加来久敏 KX093-l 

MAFF 210894 II 長崎県 1993/09 イネ（レイホウ） 加来久敏 加米久敏 KX093-2 

MAFF 210895 III 長崎県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-3 

MAFF 210896 II 長崎県 1993/09 イネ（シンレイ） 加来久敏 加来久敏 KX093-4 

MAFF 210897 III 長崎県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-5 

MAFF 210898 III 長崎県 1993/09 イネ（シンレイ） 加米久敏 加米久敏 KX093-6 
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MAFF 210899 I1l 長崎県 1993/09 イネ（シンレイ） 加来久敏 加米久敏 KX093-7 

MAFF 210900 Ill 長崎県 1993/09 イネ（シンレイ） 加来久敏 加来久敏 KX093-8 

MAFF 210901 Ill 長崎県 1993/09 イネ（シンレイ） 加来久敏 加米久敏 KX093~9 

MAFF 210902 Ill 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加米久敏 加米久敏 KX093-10 

MAFF 210903 Ill 長崎県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-ll 

MAFF 210904 Ill 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加米久敏 KX093-12 

MAFF 210905 lII 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加米久敏 加米久敏 KXO93-13 

MAFF 210906 Ill 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-14 

MAFF 210907 III 長崎県 1993/09 イネ（ミネアサヒ） 加来久敏 加来久敏 KX093-15 

MAFF 210908 III 長崎県 1993/09 イネ（キヌヒカリ） 加来久敏 加米久敏 KX093-16 

MAFF 210909 Ill 長崎県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-17 

MAFF 210910 Ill 長崎県 1993/09 イネ（シンレイ） 加来久敏 加来久敏 KX093-18 

MAFF 210911 I 長崎県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加米久敏 KX093-19 

MAFF 210912 lII 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-20 

MAFF 210913 I 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-21 

MAFF 210914 Ill 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-22 

MAFF 210915 I 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加米久敏 加米久敏 KX093-23 

MAFF 210916 Ill 長崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加米久敏 加米久敏 KX093-24 

MAFF 210917 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加米久敏 KX093-25 

MAFF 210918 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加米久敏 KX093-26 

MAFF 210919 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加米久敏 KX093-27 

MAFF 210920 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-28 

MAFF 210921 I 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-29 

MAFF 210922 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-30 

MAFF 210923 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加米久敏 KX093-31 

MAFF 210924 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加米久敏 KX093-32 

MAFF 210925 II 熊本県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加米久敏 加米久敏 KX093-33 

MAFF 210926 II 熊本県 1993/09 イネ（キヌヒカリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-34 

MAFF 210927 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-35 

MAFF 210928 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加米久敏 KX093-36 

MAFF 210929 II 熊本県 1993/09 イネ（キヌヒカリ） 加来久敏 加米久敏 KX093-37 

MAFF 210930 I 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-38 

MAFF 210931 I 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加米久敏 KX093-39 

MAFF 210932 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加米久敏 KX093-40 

MAFF 210933 I 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加来久敏 KX093-41 

MAFF 210934 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加米久敏 KXO93-42 

MAFF 210935 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加米久敏 KX093-43 

MAFF 210936 I 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-44 

MAFF 210937 I 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加米久敏 KX093-45 

MAFF 210938 III 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-46 

MAFF 210939 II 熊本県 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-47 

MAFF 210940 I 宮崎収 1993/09 イネ（不明） 加来久敏 加来久敏 KX093-48 
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MAFF 210941 I 宮崎県 1993/09 イネ（不明） 加米久敏 加米久敏 KX093-49 

MAFF 210942 II 宮崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-50 

MAFF 210943 II 宮崎県 1993/09 イネ(1::ノヒカリ） 加来久敏 加米久敏 KX093-51 

MAFF 210944 II 宮崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加米久敏 KX093-52 

MAFF 210945 II 宮崎県 ］993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加米久敏 加米久敏 KX093-53 

MAFF 210946 II 宮崎県 1993/09 イネ（コガネマサリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-54 

MAFF 210947 II 宮崎県 1993/09 イネ（コガネマサリ） 加米久敏 加来久敏 KX093-55 

MAFF 210948 II 宮崎県 1993/09 サヤヌカグサ 加米久敏 加米久敏 KX093-56 

MAFF 210949 II 宮崎県 1993/09 イネ（コガネマサリ） 加来久敏 加米久敏 KX093-57 

MAFF 210950 I 宮崎県 1993/09 イネ（南海もち） 加来久敏 加来久敏 KX093-58 

MAFF 210951 I 宮崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-59 

MAFF 210952 I 宮崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加来久敏 加来久敏 KX093-60 

MAFF 210953 I 宮崎県 1993/09 イネ（ヒノヒカリ） 加米久敏 加米久敏 KX093-61 

MAFF 210954 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG34-6) 落合弘和 落合弘和 SL9501 

MAFF 210955 ＊ スリランカ 1995/03 イネ (BG34-6) 落合弘和 落合弘和 SL9502 

MAFF 210956 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG346) 落合弘和 落合弘和 SL9503 

MAFF 210957 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9504 

MAFF 210958 ＊ スリうンカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 洛合弘和 SL9505 

MAFF 210959 ＊ 7、リランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9506 

:¥1AFF 210960 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9507 

MAFF 210961 ＊ スリランガ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9508 

MAFF 210962 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9509 

MAFF 210963 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 洛合弘和 SL9510 

!vIAFF 210964 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9511 

MAFF 210965 ＊ 7、i)ランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9512 

MAFF 210966 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9513 

MAFF 210967 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9514 

MAFF 210968 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9515 

MAFF 210969 ＊ スリランカ 1995/03 イネし不明） 落合弘和 落合弘和 SL9516 

MAFF 210970 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG?: samba type) 落合弘和 落合弘和 SL9517 

MAFF 210971 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG?: samba type) 落合弘和 落合弘和 SL9518 

MAFF 210972 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG?: samba type) 落合弘和 落合弘和 SL9519 

MAFF 210973 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG?: samba t匹e) 落合弘和 落合弘和 SL9520 

MAFF 210974 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG?.samba type) 落合弘和 落合弘和 SL9521 

MAFF 210975 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG?: samba type) 落合弘和 落合弘和 SL9522 

MAFF 210976 * スリラシカ 1995/03 イネ(BG?: samba type) 落合弘和 落合弘和 SL9523 

MAFF 210977 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9524 

MAFF 210978 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9525 

MAFF 210979 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9526 

MAFF 210980 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9527 

MAFF 210981 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9528 

MAFF 210982 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL9529 
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MAFF 210983 ＊ スリラノカ 1995/03 イネ(BGll) 落合弘和 落合弘和 SL 9530 

MAFF 210984 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BGll) 落合弘和 落合弘和 SL 9531 

MAFF 210985 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG11) 落合弘和 落合弘和 SL 9532 

MAFF 210986 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9533 

MAFF 210987 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9534 

MAFF 210988 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9535 

MAFF 210989 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 洛合弘和 SL 9536 

MAFF 210990 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9537 

MAFF 210991 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9538 

MAFF 210992 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9539 

MAFF 210993 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9540 

MAFF 210994 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9541 

MAFF 210995 ＊ スリランカ 1995/03 イネ (sambatype) 落合弘和 落合弘和 SL 9542 

MAFF 210996 ＊ スリランカ 1995/03 イネ (sambatype) 落合弘和 落合弘和 SL 9543 

MAFF 210997 * スリランカ 1995/03 イネ (sambatype) 落合弘和 落合弘禾n SL 9544 
MAFF 210998 * スリランカ 1995/03 イネ (BGll) 落合弘和 落合弘和 SL 9545 

MAFF 210999 * スリランカ 1995/03 イネ(BGll) 落合弘和 落合弘和 SL 9546 

MAFF 211000 * スリランカ 1995/03 イネ(BGll) 落合弘和 落合弘和 SL 9547 

MAFF 211001 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9548 

MAFF 211002 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9549 

MAFF 211003 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9550 

MAFF 211004 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9551 

MAFF 211005 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9552 

MAFF 211006 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9553 

MAFF 211007 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘利［l SL 9554 

MAFF 211008 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9555 

MAFF 211009 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9556 

MAFF 211010 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9557 

MAFF 211011 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9558 

MAFF 211012 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9559 

MAFF 211013 * スリランカ 1995/03 イネ（不明‘ 落合弘和 落合弘和 SL 9560 

MAFF 211014 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9561 

MAFF 211015 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9562 

MAFF 211016 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9563 

MAFF 211017 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9564 

MAFF 211018 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9565 

MAFF 211019 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9566 

MAFF 211020 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9567 

MAFF 211021 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘相 SL 9568 

MAFF 211022 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9569 

MAFF 211023 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9570 

MAFF 211024 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9571 
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MAFF 211025 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9572 

MAFF 211026 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9573 

MAFF 211027 * スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9574 

MAFF 211028 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9575 

MAFF 211029 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9576 

MAFF 211030 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9577 

MAFF 211031 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9578 

MAFF 211032 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9579 

MAFF 211033 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9580 

MAFF 211034 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9581 

MAFF 211035 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9582 

MAFF 211036 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9583 

MAFF 211037 ＊ スリランカ 1995/03 イネ（不明） 落合弘和 落合弘和 SL 9584 

MAFF 211038 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(H4:Batalagoda) 落合弘和 落合弘和 SL 9585 

MAFF 211039 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(H4:Batalagoda) 落合弘和 落合弘和 SL 9586 

fyIAFF 211040 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(H4:Batalagoda) 落合弘和 落合弘和 SL 9587 

MAFF 211041 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(H4:Batalagoda) 落合弘和 落合弘和 SL 9588 

MAFF 211042 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG400-l) 落合弘和 落合弘和 SL 9589 

MAFF 211043 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG400-l) 落合弘和 落合弘和 SL 9590 

MAFF 211044 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG400-l) 落合弘和 落合弘和 SL 9591 

MAFF 211045 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG400-1) 落合弘和 落合弘和 SL 9592 

MAFF 211046 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG400-l) 落合弘和 落合弘和 SL 9593 

MAFF 211047 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG400-l) 落合弘和 落合弘和 SL 9594 

MAFF 211048 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l) 落合弘和 落合弘和 SL 9595 

MAFF 211049 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-1) 落合弘和 落合弘和 SL 9596 

MAFF 211050 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l) 落合弘和 落合弘和 SL 9597 

MAFF 211051 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l) 落合弘和 落合弘和 SL 9598 

MAFF 211052 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l?) 落合弘和 落合弘和 SL 9599 

MAFF 211053 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l?) 落合弘和 落合弘和 SL 95100 

MAFF 211054 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l?) 落合弘和 落合弘和 SL 95101 

MAFF 211055 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l?) 落合弘和 落合弘和 SL 95102 

MAFF 211056 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG104) 落合弘和 落合弘和 SL 95103 

MAFF 211057 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG104) 落合弘和 落合弘和 SL 95104 

MAFF 211058 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG104) 落合弘和 落合弘和 SL 95105 

MAFF 211059 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG104) 落合弘和 落合弘和 SL 95106 

MAFF 211060 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l) 落合弘和 落合弘和 SL 95107 

MAFF 211061 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l) 落合弘和 落合弘和 SL 95108 

MAFF 211062 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l) 落合弘和 落合弘和 SL 95109 

MAFF 211063 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG94-l) 落合弘和 落合弘和 SL 95110 

MAFF 211064 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG300) 落合弘和 落合弘和 SL 95111 

MAFF 211065 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG300) 落合弘和 落合弘和 SL 95112 

MAFF 211066 ＊ スリランカ 1995/03 イネ(BG300) 落合弘和 落合弘和 SL 95113 
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スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

スリランカ

京都府

岐阜県

三重県
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滋賀県

福岡県
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1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1995/03 

1971 

1971 

1971 

1971 

1971 

1971 

1971 

1971 

分離源

イネ(BG300)

イネ(Sambatype) 

イネ(Sambat11)e) 

イネ(Sambatype) 

イネ(Sambatype) 

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ(Mahasan)

イネ(Mahasan)

イネ(Mahasan)

イネ(Mahasan)

イネ(BG94-l)

イネ(BG94-l)

イネ(BG94-l)

イネ

イネ（ハッシ

イネ（不明）

イネ（不明）

イネ（コガネニシc¥-)

イネ（ミナミニシキ）

イネ（湖西 1

イネ（アサカゼ）

同定者 寄託者

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

江塚昭典

汀塚昭典

江塚昭典

堀野修

堀野修

江塚昭典

江塚昭典

江塚昭典

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

落合弘和

江塚昭典

江塚昭典

加来久敏

加来久敏

江塚昭典

江塚昭典

登緑時番号

SL95114 

SL95115 

SL95116 

SL95117 

SL95118 

SL95119 

SL95120 

SL95121 

SL95122 

SL95123 

SL95124 

SL95125 

SL95126 

SL95127 

SL95128 

SL95129 

SL95130 

SL95131 

SL95132 

SL95133 

SL95134 

SL95135 

SL95136 

SL95137 

SL95138 

SL95139 

SL95140 

SL95141 

SL95142 

SL95143 

SL95144 

SL95145 

T7174 

T7147 

T7133 

H75373 

H75304 

H8584 

T7156 

Q6803 
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